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札
幌
農
学
校
建
学
の
理
念
ー
ー

w
-
S
・
ク
ラ

l
ク
の
教
育
思
想
と
そ
の
実
践
を
中
心
に
i

i

枝

ロH
H

t
京
1

弘

は
じ
め
に

問
題
意
識
と
課
題

こ
れ
ま
で
北
海
道
大
学
は
「
開
拓
者
精
神
」
、
「
国
際
性
の
酒
養
」
、
「
全
人
教
育
」
、
の
重
視
」
と
い
う
理
念
を
培
っ
て
き
た
。

北
海
道
大
学
の
中
村
睦
男
総
長
は
こ
れ
ら
の
教
育
理
念
を
総
括
し
、
「
絶
え
ず
進
化
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
課
題
を
引
き
受
け
、
新

し
い
道
を
切
り
開
く
こ
と
、
閉
鎖
的
な
思
考
を
脱
却
し
て
、
広
い
視
野
と
高
い
見
識
を
求
め
る
こ
と
、
そ
し
て
豊
か
な
人
間
性
と
高
い

(
l
)
 

知
性
を
酒
養
し
な
が
ら
、
高
度
な
専
門
的
知
識
を
習
得
す
る
こ
と
」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
理
念
は
周
知
の
如
く
一
八
七
六
(
明
治
九
)
年
設
立
の
札
幌
農
学
校
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け

向
校
の
箪
創
期
に
尽
力
し
た

W
-
S
・
ク
ラ

i
ク

(
t
Z
E
S
∞自民
M
O
R
}わ
一
八
二
六
1
八
六
年
)
の
教
育
思
想
に
影
響
を
受
け
る

こ
と
大
で
あ
る
。
し
か
し
明
治
初
期
間
校
は
開
拓
使
仮
学
校
の
専
門
学
科
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
構
想
を
見
れ
ば
現
在
ま
で

引
き
継
が
れ
て
い
る
理
念
は
窺
わ
れ
な
い
。
あ
く
ま
で
一
八
七
二
(
明
治
五
)
年
頒
布
の
学
制
一
九
O
章
に
規
定
さ
れ
た
よ
う
に
、
構
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(

2

)

(

3

)

 

想
段
階
の
開
校
は
「
川
恒
人
教
師
ニ
テ
教
授
ス
ル
高
尚
ナ
ル
学
校
」
で
あ
り
、
「
長
技
ヲ
取
ル
」
こ
と
を
重
視
し
、
「
神
教
、
修
孝
一
ザ
ノ

学
科
ハ
今
之
ヲ
取
一
フ
ス
」
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
開
拓
使
と
ク
ラ
l
ク
の
教
育
理
念
の
相
違
点
と
合
致
点
、
そ
し
て
両
者
間
の
関
係
を
分

析
す
る
必
要
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
ク
ラ
i
ク
が
札
幌
農
学
校
に
も
た
ら
し
た
教
育
思
想
、
そ
し
て
彼
が
開
校
で
行
っ
た
教
脊
実
践
に
関
し
て
高
倉
新
一
郎
氏
、

秋
月
俊
幸
氏
、
大
山
綱
夫
氏
等
に
よ
り
数
多
く
の
先
行
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
、
全
人
教
育

(ZZ邑

a
c
g
gロ)、

キ
リ
ス
ト
教
が
ク
ラ
i
ク
の
も
た
ら
し
た
主
た
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
は
彼
が
実
践
し
た
八
カ
月

簡
を
枠
組
み
と
し
た
考
察
で
あ
る
。
大
山
氏
が
「
思
想
的
に
、
つ
ま
り
当
時
の
ア
メ
リ
カ
文
化
の
枠
組
み
の
中
で
ク
ラ
i
ク
を
考
察
す

(5) 

る
仕
事
は
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
作
業
を
通
し
て
ク
ラ
l
ク
の
歴
史
的
位
置
は
よ
り
良
く
解
明
さ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
ク

ラ
i
ク
の
思
想
形
成
過
程
と
そ
の
実
践
を
総
合
的
に
捉
え
た
上
で
開
校
で
の
彼
の
教
育
実
践
を
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。
彼
の
思
想
形
成

に
関
し
て
は
逢
坂
信
志
氏
と

Z
E
Y向
・
岩
間
在
氏
に
よ
る
先
行
研
究
が
あ
る
。
し
か
し
前
者
は
札
賛
的
伝
記
的
、
後
者
は
政
治
的
行
政

的
学
問
的
視
点
か
ら
、
支
に
ク
ラ

i
ク
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
ク
ラ

i
ク
の
思
想
形
成
過
程
と
そ
の
実
践
か
ら
彼
の
教
育
忠

想
を
捉
え
産
す
必
要
性
が
場
大
す
る
。

以
上
の
問
題
点
目
山
識
か
ら
本
論
文
で
は
札
暁
農
学
校
の
建
学
の
理
念
の
分
析
を
試
み
る
。
そ
の
際
ま
ず
同
校
の
設
立
過
程
を
押
さ
え
る

中
で
、
開
拓
使
が
構
想
し
た
同
校
の
設
立
の
理
念
の
概
要
を
見
出
す
。
次
に
開
拓
使
の
構
想
に
対
す
る
ク
ラ
i
ク
の
思
想
的
影
響
を
指

摘
し
た
後
に
、
そ
の
影
響
を
明
確
に
す
る
た
め
彼
が
五
O
年
に
及
、
び
形
成
し
て
き
た
教
育
思
想
を
分
析
す
る
。
そ
し
て
以
上
の
考
察
を

踏
ま
え
て
、
向
校
に
お
け
る
ク
ラ

i
ク
の
教
育
実
践
か
ら
彼
が
目
指
し
た
人
間
像
を
明
ら
か
に
す
る
。
最
後
に
以
上
の
考
察
を
踏
ま
え

た
上
で
、
同
校
設
立
の
理
念
を
明
確
に
し
た
い
。

編 4文当金‘
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札
幌
農
学
校
の
設
立
過
程

本
章
で
は
開
拓
使
と
札
幌
農
学
校
の
関
係
を
考
察
し
、
開
拓
使
の
開
拓
政
策
に
お
け
る
同
校
の
位
置
付
け
を
行
う
。
併
せ
て
同
校
と

ク
ラ
l
ク
の
関
係
か
ら
同
校
に
対
す
る
彼
の
影
響
を
考
察
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
札
幌
農
学
校
建
学
の
理
念
の
概
要

を
明
ら
か
に
す
る
。

開
拓
使
と
札
輯
農
学
校
の
関
係
1
1
1
黒
田
清
隆
の
教
育
観
を
中
心
に
|
|

( 

) 

隠
拓
使
の
設
置
と
そ
の
方
針

箱
館
戦
争
終
了
直
後
の
一
八
六
九
年
六
月
(
明
治
二
年
五
月
|
|
以
下
、
明
治
五
年
ま
で
の
(

(6) 

明
治
新
政
府
は
「
蝦
夷
地
開
拓
ノ
儀
」
を
全
国
に
下
問
し
た
。
こ
の
内
容
は
「
皇
国
ノ
北
関
口
で
あ
る
蝦
夷
地
が
「
官
吏
之
土
人
ヲ
使

(7) 

役
ス
ル
甚
過
酷
ヲ
極
メ
外
国
人
ハ
頗
ル
愛
抽
出
ヲ
施
、
ン
候
ヨ
リ
土
人
柱
々
我
邦
人
ヲ
怨
離
シ
披
ヲ
尊
信
ス
ル
ニ
至
ル
」
現
状
を
問
題
視
し
、

(8) 

「
開
拓
教
導
等
之
方
法
ヲ
施
設
シ
人
民
繁
殖
ノ
域
ト
ナ
サ
シ
メ
ラ
ル
ベ
キ
」
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
蝦
夷
地
へ
の
ロ
シ
ア
の

南
下
と
ア
イ
ヌ
人
の
反
乱
に
対
す
る
政
府
の
危
機
意
識
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
脅
威
に
対
す
る
早
期
の
対
策
と
し
て
、

政
府
は
箱
館
戦
争
の
惇
か
二
カ
月
後
の
一
八
六
九
年
八
月
蝦
夷
地
を
北
海
道
と
改
称
し
、
開
拓
使
を
設
置
し
た
。

開
拓
使
が
具
体
的
に
と
る
べ
き
方
針
は
一
八
六
九
年
十
月
七
日
(
明
治
二
年
九
月
一
一
一
日
)
右
大
臣
三
条
実
美
の
開
拓
使
宛
の
達
書
に

見
ら
れ
る
。
一
一
一
条
は
達
舎
の
中
で
北
海
道
に
「
聖
旨
ヲ
泰
体
シ
撫
育
之
道
ヲ
尽
シ
教
化
ヲ
広
メ
風
俗
ヲ
敦
ス
ヘ
キ
事
」
を
開
拓
使
に
要

(
凶
)

請
し
て
い
る
。
ま
た
被
は
ア
イ
ヌ
人
と
の
調
和
を
重
ん
じ
た
開
拓
政
策
の
展
開
を
求
め
、
さ
ら
に
雑
居
地
で
あ
る
樺
太
に
対
し
て
は
、

(
日
)

ロ
シ
ア
と
の
摩
擦
を
回
避
し
礼
節
を
重
ん
じ
条
理
を
尽
く
す
よ
う
命
じ
た
。
こ
の
よ
う
に
開
拓
使
は
ロ
シ
ア
と
ア
イ
ヌ
人
と
の
調
和
を

閣
り
な
が
ら
、
設
置
当
初
明
治
新
政
府
の
天
皇
中
心
の
園
家
体
制
を
北
海
道
に
も
浸
透
さ
せ
、
開
拓
政
策
を
展
開
す
る
軍
事
的
政
治
的

)
内
の
年
月
日
は
陰
暦
を
一
不
す
)
、

5 札i緩農学校建学の理念



(
円
以
)

役
割
を
担
う
こ
と
と
な
る
。
こ
の
後
一
八
七
O
年
一
一
一
月
(
明
治
三
年
二
月
)
樺
太
開
拓
使
が
設
寵
さ
れ
、
箱
館
戦
争
で
名
声
を
博
し
た

(
日
)

黒
田
清
隆
三
八
四
0
1
一
九
O
O
年
)
が
開
拓
次
官
に
就
い
た
。

一
八
七
O
年
六
月
(
明
治
三
年
五
月
〉
開
拓
使
は
「
開
拓
捜
見
込
大
略
」
と
し
て
民
ハ
体
的
な
開
拓
政
策
の
頗
序
を
太
政
官
に
上
申
し

た
。
ま
ず
開
拓
龍
は
当
面
展
開
す
る
開
拓
政
策
と
し
て
、
「
海
漕
を
利
し
以
て
人
民
か
便
し
且
諸
物
品
の
有
無
を
通
す
へ
き
事
」
、
「
人

民
を
移
し
開
拓
の
基
を
立
へ
き
事
」
、
「
移
住
人
洪
…
恒
産
を
制
し
与
へ
専
ら
開
墾
を
勉
め
農
業
を
勧
む
へ
き
事
」
、
「
漁
場
を
増
開
て
海
伝

遺
利
無
之
様
致
ス
へ
き
事
」
、
「
地
宜
を
相
て
生
産
を
卒
か
す
べ
き
古
学
」
、
「
金
銀
擦
を
開
て
貨
源
を
広
む
へ
き
事
」
を
挙
げ
て
い
る
。
ま

た
将
来
的
展
望
と
し
て
「
内
地
同
様
府
県
の
制
を
定
む
へ
き
事
」
、
「
海
陸
軍
を
置
て
防
備
を
厚
く
す
へ
き
事
」
、
「
大
小
学
校
を
輿
シ
テ

(
お
)

大
ニ
皇
化
布
施
す
へ
き
事
」
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
豊
富
な
海
産
物
を
活
か
し
た
殖
産
興
業
政
策
、
内
地
人
移
住
に
よ
る
開
墾
政

策
、
鉱
山
等
の
実
地
調
査
を
中
心
と
し
た
生
活
の
基
盤
を
確
立
す
る
経
済
的
な
政
策
を
第
一
と
し
、
次
に
軍
事
的
政
治
的
行
政
的
整
備

を
成
す
べ
き
と
す
る
開
拓
使
の
方
針
が
見
て
取
れ
る
。
こ
の
陪
拓
使
と
政
府
の
方
針
を
比
較
す
れ
ば
政
策
の
重
点
に
相
違
が
あ
る
が
、

内
地
と
北
海
道
の
実
態
の
相
違
を
体
感
し
た
開
拓
使
と
中
央
か
ら
指
令
を
行
う
明
治
政
府
の
官
僚
と
の
間
の
相
違
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

(
二
)
蒸
悶
の
回
開
拓
政
策
と
教
育
観

以
降
北
海
道
で
は
開
拓
使
の
方
針
が
展
開
さ
れ
て
い
く
。
そ
の
中
心
人
物
と
な
っ
た
の
が
黒
田
清
隆
で
あ
っ
た
。
彼
は

三
月
(
明
治
三
年
二
月
)
樺
太
開
拓
使
次
官
に
任
命
さ
れ
る
と
向
年
八
月
(
明
治
三
年
七
月
)
樺
太
へ
渡
っ
た
。
そ
し
て
彼
は
同
年
十

一
月
(
明
治
三
年
十
月
)
帰
京
後
「
十
月
の
建
議
」
を
泰
じ
た
。
こ
の
建
議
で
彼
は
三
年
し
か
見
込
み
の
な
い
樺
太
に
拘
ら
ず
、
北
海

(
は
山
)

道
の
内
政
を
重
点
的
に
行
う
こ
と
を
進
言
し
た
。
さ
ら
に
彼
は
内
政
の
充
実
を
図
る
た
め
「
風
土
適
醤
ノ
闘
ヨ
リ
開
拓
ニ
長
ズ
ル
者
ヲ

(
げ
)

濯
」
い
、
そ
の
人
物
、
主
導
で
開
拓
政
策
を
展
開
さ
せ
て
行
く
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
彼
が
「
内
政
斉
理
セ
ザ
レ
パ
基
礎
定

〈
出
)

マ
ラ
ズ
基
礎
定
マ
ラ
ザ
レ
パ
補
講
措
ノ
内
ニ
伏
」
し
、
北
海
道
の
開
拓
だ
け
で
な
く
ロ
シ
ア
の
南
下
や
ア
イ
ヌ
人
の
反
乱
に
対
処
す
る

八
七
O
年

6 論文編



こ
と
も
不
可
能
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
黒
田
は
一
八
七
O
年
十
一

(ゆ〉

人
一
燦
入
」
と
「
賞
地
検
分
」
を
目
的
と
す
る
洋
行
の
命
を
受
け
た
。
翌
年
二
月
(
明
治
四
年
一
月
)
黒
田
は
米
欧
を
訪
問
し
、

月
(
明
治
三
年
十
一
月
)
一
一
一
条
実
美
よ
り
「
外
園

ア
メ
リ

カ
の
農
商
務
省
長
官
ホ
レ

i
ス
・
ケ
プ
ロ
ン
(
問
。
円
即
日
向
者
g
p
一
八
O
四
1
八
五
年
)
の
招
轄
に
成
功
し
て
何
年
七
月
(
明
治
四

(
初
)

年
六
月
)
帰
国
し
た
。
そ
し
て
同
年
九
月
(
明
治
四
年
八
月
)
に
北
海
道
樺
太
両
開
拓
使
が
統
合
さ
れ
る
と
黒
田
は
開
拓
次
官
と
な
り
、

長
官
不
在
の
な
か
彼
が
実
質
的
な
長
官
と
し
て
ケ
プ
ロ
ン
と
共
に
北
海
道
を
中
心
に
彼
の
開
拓
方
針
を
展
開
し
て
い
く
。

以
降
、
黒
悶
は
様
々
な
開
拓
政
策
を
展
開
す
る
な
か
で
、
と
り
わ
け
教
育
政
策
を
重
要
な
も
の
と
位
置
付
け
て
い
た
。
ま
ず
彼
は
開

拓
次
官
就
任
車
後
の
一
八
七
O
年
十
一
月
(
明
治
四
年
十
月
)
正
院
へ
女
子
留
学
生
派
遣
の
伺
い
を
提
出
し
た
。
そ
の
中
で
彼
は
欧
米

(
幻
)

諸
国
で
は
「
人
民
挙
テ
国
ヲ
愛
ス
ル
ノ
念
慮
ニ
有
之
」
る
こ
と
に
着
目
し
、
そ
の
愛
盟
の
念
を
抱
か
せ
る
の
は
教
育
で
あ
り
、
教
脊
を

可
能
な
ら
し
め
る
の
は
家
庭
の
母
親
で
あ
り
、
家
庭
の
母
親
へ
の
教
育
と
そ
の
母
親
が
も
た
ら
す
子
弟
へ
の
教
育
が
北
海
道
開
拓
の
基

礎
を
築
き
、
真
な
る
も
の
に
な
ら
し
め
る
と
述
べ
て
い
る
。
故
に
彼
は
女
子
教
育
な
く
ば
「
北
海
道
ノ
儀
ハ
今
般
更
ニ
創
業
ニ
テ
事
髪

ノ
差
ヨ
リ
尺
寸
ノ
誤
リ
ヲ
生
シ
候
ハ
必
然
ノ
事
故
一
日
モ
因
循
難
相
成
候
」
と
い
う
見
解
か
ら
、
欧
米
諸
簡
へ
の
女
子
留
学
生
派
遣
を

主
張
し
た
。
彼
の
女
子
教
育
の
視
点
は
封
建
体
制
崩
壊
査
後
に
あ
っ
て
非
常
に
開
明
的
な
視
点
で
あ
る
。
ま
た
彼
が
欧
米
諸
国
の
近
代

化
の
主
要
因
を
教
育
に
見
出
し
、
北
海
道
に
そ
れ
を
導
入
し
開
拓
政
策
を
ス
ム
ー
ズ
に
麗
開
さ
せ
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
当
時
開
明
的

で
あ
っ
た
薩
摩
藩
で
青
少
年
期
を
過
ご
し
、
ま
た
薩
英
戦
争
を
経
験
し
、
欧
米
文
明
へ
の
柔
軟
な
姿
勢
を
形
成
し
て
き
た
披
の
見
識
の

高
さ
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
彼
自
身
が
欧
米
諸
国
の
近
代
化
の
根
本
的
要
因
と
な
る
思
想
的
背
景
を
理
解
し
て
い
た
こ
と
を
窺

わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

次
に
黒
田
が
期
し
た
も
の
は
開
拓
使
仮
学
校
の
設
置
で
あ
っ
た
。
同
校
は
「
北
海
道
開
拓
之
為
メ
ニ
」
「
彼
地
ノ
首
府
タ
ル
薩
李
魯

(
お
)

ニ
建
テ
彼
地
ニ
住
ス
ル
者
ヲ
シ
テ
専
一
フ
智
識
ヲ
増
、
ン
才
芸
ヲ
進
メ
」
る
こ
と
を
本
官
と
し
、
「
生
徒
生
業
之
上
ハ
官
費
ヲ
以
テ
修
業
セ

(
お
)

シ
者
ハ
十
年
ノ
間
私
費
ヲ
以
テ
修
業
セ
シ
者
ハ
五
年
ノ
開
窓
口
テ
北
海
道
開
拓
ニ
従
事
」
す
べ
き
こ
と
を
条
件
と
し
て
い
る
。
し
か
し
「
磯

7 札幌農学校態学の理念



(
お
)

学
器
械
学
農
学
等
ハ
文
部
省
ニ
於
一
ア
中
学
課
ニ
列
シ
候
儀
一
一
付
小
学
ノ
名
称
ヲ
相
止
メ
仮
学
校
ト
称
」
ぺ
き
と
の
正
院
の
命
に
よ
り
、

同
校
は
開
拓
に
必
要
な
諸
学
科
の
基
礎
を
広
く
指
導
す
る
機
関
に
留
ま
っ
た
。
さ
ら
に
仮
学
校
に
は
厳
し
い
規
則
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。

(
お
)

「
仮
学
校
内
則
」
に
は
生
活
全
般
に
関
す
る
規
則
別
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
規
則
別
は
学
生
の
道
語
、
心
を
自
発
的
に
喚
起
す
る
も

の
で
は
な
く
、
極
め
て
受
動
的
な
生
活
上
の
規
制
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
同
校
は
学
生
の
内
発
的
な
道
徳
心
を
駒
治
し
な
い
、
あ
く
ま

8 編文論

で
専
門
的
知
識
及
び
技
術
の
碁
礎
を
習
得
す
る
場
で
あ
っ
た
。

開
拓
使
仮
学
校
は
一
八
七
二
年
五
月
(
明
治
五
年
間
月
)
東
京
芝
増
上
寺
で
開
校
さ
れ
た
。
し
か
し
ま
も
な
く
一
つ
の
問
題
に
直
面

す
る
こ
と
と
な
る
。
同
年
八
月
「
学
制
」
が
頒
布
さ
れ
る
と
受
益
者
負
担
の
原
則
に
よ
り
官
費
生
が
廃
止
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
黒
田

は
正
院
へ
上
申
書
を
提
出
し
て
い
る
。
彼
は
「
生
徒
ノ
給
費
ハ
財
本
ヲ
貸
与
シ
タ
ル
ト
同
一
ナ
リ
」
と
訴
え
た
。
そ
し
て
彼
は
「
近
今

西
洋
各
国
ニ
ヲ
イ
テ
モ
官
費
教
育
少
シ
ト
セ
ズ
」
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
モ
リ
ル
法
や
フ
ラ
ン
ス
の
貧
民
へ
の
実
業
的
な
救
済
措
置
を

(
お
)

例
に
挙
、
げ
、
政
府
に
「
百
事
御
委
任
ノ
川
郡
故
他
ニ
関
係
隠
蔽
ス
ル
コ
ト
有
ル
可
カ
ラ
ズ
」
と
要
請
し
、
「
他
年
開
拓
成
功
ノ
願
序
ニ

(
m
m
)
 

国
テ
ハ
一
軌
ノ
学
制
ニ
則
リ
学
技
ノ
設
ケ
生
徒
ノ
撰
モ
一
膚
盛
大
ニ
腕
ハ
起
ス
ベ
、
と
と
の
説
明
を
加
え
た
。
こ
れ
に
対
し
て
正
読
は
翌

(
却
)

月
「
規
則
上
ニ
於
一
ア
ハ
文
部
省
生
徒
規
則
別
ニ
不
一
民
」
と
の
見
解
を
出
し
、
以
降
開
拓
使
直
轄
の
学
校
で
は
官
費
生
制
度
が
存
続
す
る
こ

と
と
な
る
。

以
上
の
黒
田
の
代
表
的
な
教
育
政
策
に
は
彼
独
自
の
教
育
観
と
開
拓
方
針
が
題
関
見
ら
れ
る
。
明
治
政
府
の
開
拓
方
針
は
北
海
道
の

軍
事
的
政
治
的
整
備
及
び
天
皇
中
心
の
国
家
体
制
を
浸
透
さ
せ
る
、
上
か
ら
の
近
代
化
で
あ
っ
た
。
一
方
黒
田
は
開
拓
使
中
心
の
政
策

展
開
と
北
海
道
住
民
に
よ
る
経
済
的
基
盤
の
確
立
の
再
方
を
重
視
し
て
い
た
。
彼
が
官
費
生
廃
止
に
対
し
て
「
米
関
ハ
土
地
広
ク
人
口

少
キ
ヲ
以
テ
拓
地
勧
農
ヲ
公
会
決
議
シ
テ
今
ヲ
距
ル
十
年
前
各
州
ニ
農
学
校
ヲ
建
テ
若
干
ノ
土
地
ヲ
附
与
シ
生
徒
教
育
ノ
費
用
ニ
供
セ

リ
又
黒
奴
ヲ
シ
一
ア
入
学
セ
シ
メ
国
人
ト
向
ク
成
業
ノ
後
議
員
ニ
列
シ
タ
ル
モ
ノ
ア
リ
」
「
仏
国
第
一
世
掌
破
倫
人
智
ノ
開
ケ
ス
国
議
ノ

興
ラ
ザ
ル
ヲ
憂
へ
大
ニ
諸
術
課
ノ
学
校
ヲ
巴
里
一
一
設
ケ
貧
者
ニ
ハ
其
資
ヲ
給
シ
一
ア
入
学
セ
シ
メ
芸
術
ヲ
勧
メ
シ
一
一
遂
ニ
無
全
ノ
大
功
ヲ



(
訂
)

奏
、
ン
千
古
ノ
美
談
ト
ナ
レ
リ
」
と
諸
外
国
の
例
を
挙
げ
て
「
是
皆
文
明
至
治
之
国
ト
難
ト
モ
尚
コ
ノ
挙
ア
リ
況
ヤ
開
拓
創
業
ノ
閏
ニ
ヲ

(
明
記
)

イ
テ
西
洋
各
国
ト
替
壌
ナ
ル
ハ
論
ヲ
待
タ
ズ
」
と
政
府
を
説
得
し
て
い
る
よ
う
に
、
彼
は
欧
米
諸
国
の
諸
例
よ
り
下
か
ら
の
近
代
化
を

見
出
し
て
い
た
。
ま
た
彼
が
近
代
化
の
要
因
で
あ
る
愛
国
心
を
育
む
家
庭
の
母
親
と
な
る
女
子
教
育
を
重
視
し
た
こ
と
に
も
開
様
の
こ

と
が
窺
え
る
。
よ
っ
て
彼
が
開
拓
使
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
殖
民
政
策
、
殖
産
興
業
振
興
政
策
、
土
地
開
拓
政
策
と
共
に
、
北
海
道
に
住

む
人
民
の
教
育
に
よ
る
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
近
代
化
を
目
指
し
、
総
合
的
な
調
和
の
取
れ
た
近
代
化
を
推
進
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
い
え

る
。
し
か
し
こ
の
段
階
で
専
門
知
識
を
兼
ね
備
え
た
開
拓
指
導
者
育
成
の
具
体
的
な
彼
の
政
策
は
ほ
ぼ
な
い
。
か
か
る
専
門
家
の
育
成

機
関
は
札
幌
農
学
校
が
構
想
さ
れ
る
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

( 

一一一) 

札
幌
農
学
校
の
設
立
過
程

札
幌
農
学
校
設
立
の
最
初
の
構
想
は
一
八
七
一
一
一
(
明
治
六
)
年
一
一
一
月
黒
田
と
ケ
プ
ロ
ン
と
の
会
談
中
に
見
ら
れ
る
。
そ
の
時
黒
田
は

「
全
道
ノ
人
民
食
料
等
他
方
ノ
資
ヲ
仰
カ
ス
全
ク
其
土
産
ノ
物
ヲ
以
テ
生
計
ヲ
成
シ
得
ル
ノ
目
的
ヲ
立
ル
ハ
農
業
ヲ
盛
ニ
ス
ル
ヲ
第
一

(

お

)

(

斜

)

之
急
務
」
で
あ
る
た
め
、
「
先
ツ
農
学
校
ヲ
興
シ
其
方
法
ヲ
拡
充
セ
ン
ト
ス
」
と
の
意
向
を
ケ
プ
ロ
ン
に
伝
え
、
同
時
に
農
学
の
知
識

(
お
)

を
備
え
た
実
践
経
験
の
豊
一
富
な
人
材
の
推
薦
を
依
頼
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
会
談
の
約
一
カ
月
後
開
拓
使
仮
学
校
則
例
中
に
て
こ
年

(
お
)

後
に
専
門
学
科
を
設
立
す
る
構
想
が
明
記
さ
れ
た
。
こ
こ
に
初
め
て
札
幌
農
学
校
の
設
立
構
想
が
文
章
化
さ
れ
る
。
そ
し
て
よ
り
具
体

的
な
専
門
学
科
構
想
が
約
二
年
後
の
一
八
七
四
(
明
治
七
)
年
十
一
月
開
拓
使
仮
学
校
校
長
調
所
広
丈
か
ら
黒
悶
へ
提
出
さ
れ
た
。
こ

(
幻
)

の
専
門
学
科
構
想
は
、
果
樹
圏
や
農
場
を
「
農
学
の
重
要
な
全
て
の
分
野
が
教
授
さ
れ
る
施
設
」
と
位
農
付
け
、
「
実
験
室
が
十
分
に

(
お
)

備
え
つ
け
ら
れ
、
認
め
ら
れ
た
専
門
的
な
能
力
を
持
つ
教
授
が
あ
て
が
わ
れ
る
べ
き
」
と
い
う
ケ
プ
ロ
ン
の
農
学
校
構
想
に
依
拠
し
て

(

お

)

(

却

)

三
名
程
度
の
「
専
門
科
教
師
御
雇
入
」
れ
を
提
案
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
黒
田
が
「
費
額
並
規
則
教
師
一
展
入
等
精
細
調
査
」

を
命
令
し
た
こ
と
で
こ
の
構
想
が
現
実
化
す
る
。
黒
田
の
認
可
が
下
り
て
か
ら
調
所
は
開
拓
使
仮
学
校
職
員
の
森
源
蔵
、
井
川
部
、
マ

9 札幌農学校建常の理念



サ
チ
ュ

i
セ
ツ
ツ
農
科
大
学
(
宮
出
E
R
E
8
5
〉

m
R
aお
お
}
向
。
}
H
m
m

刷
。
!
i
g
以
下
、

M
A
C
と
略
す
)
出
身
の
内
藤
誠
太
郎
、
湯
地
定

(

必

)

〈

必

)

基
に
調
査
を
命
じ
た
。
一
八
七
五
(
明
治
八
)
年
二
月
調
所
は
「
諸
規
郎
等
ハ
仮
学
校
従
前
ノ
規
例
」
を
踏
襲
し
、
「
「
マ
サ
チ
ユ
セ

(

必

)

(

付

制

)

ツ
ツ
州
』
農
校
ノ
課
目
」
を
取
捨
選
択
し
て
採
用
し
、
教
師
三
名
の
雇
入
れ
を
要
請
す
る
報
告
書
を
黒
田
に
提
出
し
た
。
こ
の
報
告
書

(
必
)

を
受
け
て
黒
田
は
太
政
官
に
「
教
授
ノ
為
米
国
人
三
名
兼
務
ノ
都
合
ニ
ヨ
リ
国
名
」
麗
入
れ
の
伺
い
を
提
出
し
、
間
年
五
月
に
太
政
官

(

必

)

(

幻

)

の
裁
可
を
受
け
る
と
、
周
年
八
月
駐
米
全
権
公
使
吉
間
清
成
に
「
其
国
農
学
有
名
家
之
内
ヨ
リ
教
頭
ヲ
兼
ネ
シ
ム
ヘ
キ
モ
ノ
一
名
」
を

(
必
)

選
出
し
、
「
他
ノ
二
名
ハ
右
教
授
へ
御
示
談
之
上
可
然
御
取
計
」
う
よ
う
に
依
頼
し
た
。
こ
の
要
請
を
受
け
て
吉
田
は
ア
メ
リ
カ
の
教
育

界
で
活
躍
し
て
い
た
、
親
日
家
で
あ
り
日
本
人
留
学
生
の
世
話
を
し
て
い
た
ノ

i
ス
ロ
ッ
プ
(
担
丘
∞
品
。

EMご
4
0
ス
可
。
ヲ

(
必
)

1
九
八
年
)
に
相
相
応
し
い
人
物
の
推
薦
を
依
頼
し
た
。
ノ

i
ス
ロ
ッ
プ
は
一
八
七
五
年
十
一
月
三
日
に
ク
ラ
l
ク
と
会
い
、
札
幌
行
き

(
問
山
)

を
勧
め
た
。
そ
の
時
ノ

i
ス
ロ
ッ
プ
は
ク
ラ
i
ク
に
開
拓
使
希
望
の
二
年
間
の
契
約
期
間
を
提
言
す
る
が
、
当
時
M
A
C
は
深
刻
な
財

}¥ 

政
難
で
彼
が
学
長
職
を
長
期
間
不
在
に
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
た
め
、
ク
ラ
!
ク
は
「
予
カ
日
本
ニ
在
リ
テ
施
ス
ヘ
キ
事
ノ
肝

要
ナ
ル
モ
ノ
ハ
一
ヶ
年
ニ
テ
殆
ト
二
ヶ
年
分
ノ
コ
ト
ハ
成
シ
得
ベ
ク
ト
致
愚
考
候
」
と
し
て
契
約
期
間
一
年
を
要
求
し
た
。
そ
し
て
古

(
臼
)

田
と
開
拓
使
の
障
で
ク
ラ
!
ク
の
一
雇
用
に
関
し
て
幾
度
か
や
り
取
り
が
交
わ
さ
れ
た
後
、
ク
ラ
l
ク
を
「
著
名
ノ
博
士
ニ
付
後
来
之
袴

(

白

山

)

益
ヲ
相
考
候
得
者
前
条
僅
カ
ノ
不
便
ヲ
以
相
断
候
モ
甚
可
惜
事
ト
存
候
」
と
し
て
推
薦
し
た
吉
田
の
意
見
が
採
用
さ
れ
、
開
拓
使
は
ク

(
日
)

一フ

i
ク
の
招
轄
を
決
定
し
た
。
一
八
七
六
(
明
治
九
)
年
三
月
三
日
吉
悶
は
ク
ラ

i
ク
と
雇
用
期
間
一
年
間
、
「
教
頭
(
却
副
校
長
)

及
農
業
化
学
数
学
普
通
英
語
博
士
」
と
す
る
一
雇
用
契
約
を
結
ん
だ
。
ま
た
残
り
二
名
は

M
A
C
卒
業
生
ホ
イ

l
ラ
!
(
巧
民
U
B

(
関
)

者
}
回
目
白
山
町
門
)
と
ベ
ン
ハ
ロ

i

志
望
広

P
R
B
Fろ
と
目
。
者
)
が
ク
ラ
l
ク
に
選
ば
れ
た
。
彼
等
は
一
八
七
六
(
明
治
九
)
年
七
月
一
一
一
十

(

閉

山

)

(

お

)

一
日
札
幌
に
到
着
し
、
周
年
八
月
十
四
宮
札
幌
農
学
校
の
開
校
式
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

以
上
の
考
察
を
踏
ま
え
れ
ば
、
開
拓
使
に
よ
る
札
幌
農
学
校
の
建
学
の
理
念
と
は
北
海
道
の
開
拓
政
策
の
基
本
と
な
る
農
業
政
策
を

知
識
面
及
び
技
術
面
か
ら
指
導
す
る
専
門
家
の
育
成
で
あ
り
、
北
海
道
の
総
合
的
な
近
代
化
の
担
い
手
の
育
成
で
あ
る
。
し
か
し
同
校

10 編文員命
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で
は
開
拓
使
仮
学
校
の
受
動
的
な
規
則
を
踏
襲
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
お
り
、
人
間
の
内
部
の
育
成
に
関
す
る
開
拓
使
の
一
言
及
は
な

ぃ
。
よ
っ
て
同
校
の
建
学
の
理
念
を
明
確
に
す
る
た
め
に
は
草
創
期
の
同
校
の
実
質
的
な
学
長
で
あ
っ
た
ク
ラ

i
ク
の
教
育
理
念
を
考

察
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
考
察
は
次
節
に
譲
る
。

ク
ラ
I
ク
と
草
創
期
札
蝶
農
学
校
建
学
の
理
念

!
l
iカ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
中
心
に
ー
ー
ー

ク
ラ

i
ク
の
教
育
理
念
は
開
拓
使
の
構
想
と
は
異
な
る
理
念
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
彼
が
作
成
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
開
拓

使
が
構
想
し
た
二
つ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
案
に
明
確
に
見
て
取
れ
る
(
巻
末
資
料
l
)
0

三
つ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
共
通
し
て
見
出
さ
れ
る
教
育
理
念
は
、
農
業
を
多
面
的
に
捉
え
、
理
論
と
実
践
を
統
一
し
、
強
靭
な
肉
体

と
戦
術
や
統
率
能
力
を
有
し
北
辺
の
守
り
に
従
事
す
る
指
導
者
の
育
成
で
あ
る
。

一
方
最
も
顕
著
な
相
違
は
語
学
、
雄
弁
術
、
討
論
、

演
説
と
い
っ
た
ア
メ
リ
カ
の

5
2己
主
的

g
F唱
の
全
人
教
育
関
連
科
呂
が
ク
ラ

l
ク
に
よ
っ
て
札
輯
農
学
校
に
導
入
さ
れ
て
い
る

点
で
あ
る
。
彼
が
札
幌
農
学
校
開
校
式
の
演
説
で
「
我
々
は
模
範
と
教
授
に
よ
っ
て
、
我
々
の
学
生
一
と
な
る
少
年
の
中
に
、
人
生
に
役

ヘ
n
v
J

〆

E
¥

立
つ
こ
と
に
彼
等
を
最
も
相
応
し
く
す
る
精
神
的
心
情
的
な
資
質
の
陶
冶
に
努
め
る
つ
も
り
で
あ
る
」
と
述
べ
、
学
生
に
「
鍵
康
を
保

ち
、
情
欲
を
抑
制
し
、
従
瀬
と
勤
勉
の
習
慣
を
養
い
、
そ
し
て
君
達
が
学
ぶ
こ
と
に
な
る
諸
科
学
に
関
す
る
で
き
る
限
り
の
知
識
を
獲

(ω) 

得
し
、
そ
れ
に
精
通
し
な
さ
い
」
と
要
求
し
て
い
る
よ
う
に
、
彼
は
学
生
を
専
門
知
識
を
備
え
た
指
導
者
に
育
成
す
る
と
共
に
、
彼
自

ら
が
模
範
と
な
り
、
ま
た
学
生
自
身
に
自
律
を
促
す
こ
と
に
よ
り
、
学
生
の
心
中
に
道
徳
規
範
を
形
成
し
よ
う
と
し
た
。
す
な
わ
ち
ク

ラ
l
ク
が
札
幌
農
学
校
で
目
指
し
た
も
の
は
知
・
徳
・
体
が
調
和
的
に
発
展
し
た
円
満
な
人
格
と
教
養
を
備
え
た
、
北
辺
の
守
備
と
開

拓
の
指
導
者
た
る
人
物
を
育
成
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
彼
の
教
育
理
念
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
で
、
同
校
は
優
れ
た
人
材

を
育
成
す
る
機
関
と
し
て
の
性
格
を
存
し
、
明
治
初
期
の
高
等
教
育
機
関
の
な
か
で
も
異
彩
を
放
つ
高
等
教
育
機
関
と
な
っ
た
。

以
上
を
踏
ま
え
れ
ば
札
幌
農
学
校
の
建
学
の
理
念
と
は
北
の
重
要
地
で
あ
る
北
海
道
の
経
済
的
政
治
的
鍍
事
的
指
導
者
の
育
成
と
共

札幌農学校建学の理念11 



に
こ
れ
ら
の
指
導
者
の
人
格
形
成
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
ク
ラ

l
ク
が
目
指
し
た
人
格
形
成
の
詳
縮
を
考
察
し
な
け
れ
ば
河
校

の
建
学
の
理
念
が
明
確
に
な
っ
た
と
は
言
い
難
い
。
よ
っ
て
以
下
で
は
彼
の
思
想
形
成
過
程
を
踏
ま
え
、
彼
が
同
校
に
導
入
し
た
教
育

思
想
に
関
す
る
考
察
を
行
う
。

12 議議文
Jで左〉、

口問

ク
ラ
l
ク
の
思
想
形
成
過
程
及
び
そ
の
実
践

本
章
で
は
札
幌
附
農
学
校
建
学
の
理
念
に
深
く
影
響
を
与
え
た
ク
ラ

l
ク
の
教
育
思
想
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
彼
の
思
想
形
成
と

そ
の
実
践
を
考
察
す
る
。

ク
ラ
l
ク
の
思
想
影
成

( 

) 

ニ
ュ

l
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
思
想

ク
ラ

l
ク
が
幼
少
年
期
及
、
び
青
年
期
を
過
ご
し
た
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
は
一

O
年
メ
イ
フ
ラ
ワ
ー
号
で
や
っ
て
来
た
ピ
ュ

l

リ
タ
ン
精
神
の
中
心
地
で
あ
る
。

ク
ラ

l
ク
の
思
想
形
成
期
で
あ
る
一
九
世
紀
中
頃
の
ニ
ュ

i
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
は
一

つ
の
大
き
な
思
想
、
す
な
わ
ち
ピ
ュ

i
リ
タ
ニ

ズ
ム
と
デ
モ
ク
ラ
シ

i
が
車
の
両
輪
の
如
く
調
和
を
保
っ
て
い
た
。
ま
ず
ピ
ュ

l
リ
タ
ニ
ズ
ム
は
聖
書
に
絶
対
的
権
威
を
認
め
、
聖
書

を
通
じ
て
自
ら
の
罪
を
自
覚
し
、
同
時
に
救
い
を
確
信
し
な
が
ら
、
聖
書
に
自
ら
の
生
活
規
範
を
見
出
し
て
聖
書
に
忠
実
な
生
活
を
極

め
て
禁
欲
的
に
実
践
す
る
こ
と
を
重
視
す
る
も
の
で
あ
り
、
彼
の
時
代
に
は
ま
だ
そ
の
影
響
力
を
保
持
し
て
い
た
二
方
デ
モ
ク
ラ
シ

i

は
ア
メ
リ
カ
独
立
の
際
に
は
独
立
宣
一
一
一
一
口
の
根
本
理
念
と
な
り
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
の
近
代
化
の
推
進
力
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
は
共
通
し
て



人
間
人
格
の
尊
厳
、
良
心
、
平
等
、
自
、
王
独
立
、
自
治
の
概
念
を
持
っ
て
お
り
、
会
衆
派
教
会

(ngm円
。
間
住
。
口
氏
内
Z
R
Y
)
を
中
心

に
畏
関
さ
れ
た
。
会
衆
派
教
会
と
は
教
会
の
自
治
独
立
を
重
視
し
、
聖
書
に
絶
対
の
権
威
を
認
め
、
聖
書
を
生
活
規
範
と
し
、
内
面
的

信
仰
を
重
ん
じ
る
教
会
で
あ
り
、
ニ
ュ

l
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
思
想
的
影
響
の
中
心
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
た
上
で
以

下
で
ク
ラ

i
ク
の
思
想
形
成
過
程
を
通
じ
て
彼
の
教
育
思
想
を
考
察
す
る
。

幼
少
年
期
の
影
響

ク
ラ

l
ク
は
ア
サ
ー
ト
ン
・
ク
ラ
!
ク
(
〉
野
町
門
ぢ
ロ

2
R
F
一
七
八
九

1
一
八
六
六
年
)
と
ハ
リ
エ
ッ
ト
・
ス
ミ
ス
(
同
氏
母
ニ
ヨ
門
戸

の
間
に
一
八
二
六
年
七
丹
三
十
一
日
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の
西
部
に
位
置
す
る
ア
ッ
シ
ユ
フ
ィ
ー
ル
ド

(

日

〉

(

臼

)

で
生
を
、
つ
け
た
。
ク
ラ

i
ク
の
父
ア
サ
ー
ト
ン
は
ア
ッ
シ
ユ
フ
ィ
ー
ル
ド
で
医
業
を
営
み
、
ま
た
同
地
の
サ
ン
ダ

i
ソ

(
m
m
)
 

ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
(
∞
由
民
開
門
出
。
ロ
〉

E円
Hog-
の
理
事
を
務
め
る
な
ど
問
地
で
は
名
の
通
っ
た
人
物
で
あ
り
、
ク
ラ

l
ク
は
金
銭
的
に
不

自
由
の
な
い
家
庭
に
育
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
彼
の
家
庭
は
会
衆
派
教
会
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
た
。
彼
は
一
八
二
六
年
十
月

(
似
)

二
十
二
日
同
地
の
会
衆
派
教
会
で
幼
児
洗
礼
を
受
け
て
お
り
、
ア
サ
ー
ト
ン
と
前
妻
ク
ラ
リ
ン
ダ

(
O
Eロ
E
r
g
)
の
聞
に
生
ま
れ

(
白
山
〉

た
子
ど
も
全
員
が
ク
ラ

l
ク
と
閉
じ
教
会
で
幼
児
洗
礼
を
受
け
て
い
る
。
さ
ら
に
ク
ラ

i
ク
の
妹
で
あ
る
ハ
リ
エ
ッ
ト
・
エ
リ
ザ

(山山)

(
悶
き
仏
白
仲
間
定
問
)
も
ま
た
同
じ
教
会
で
幼
児
洗
礼
を
受
け
て
い
る
。
加
え
て
ア
サ
ー
ト
ン
は
ア
ッ
シ
ユ
ブ
ィ

i
ル
ド
禁
酒
協
会
戸
田
町
1

(
出
山
)

防
相
広

J
F
B宮
門
戸
出
打
開
∞

2
5
1
に
所
属
し
て
い
た
。
同
協
会
は
一
九
世
紀
前
半
飲
酒
が
不
道
徳
と
無
秩
序
を
招
く
恐
れ
が
あ
り
、
聖
書
の

精
神
に
反
し
、
神
に
見
離
さ
れ
、
植
民
地
建
設
が
失
敗
す
る
と
さ
れ
て
各
州
で
禁
酒
運
動
が
会
衆
派
教
会
を
中
心
に
展
開
さ
れ
た
当
時

(
m
m
)
 

の
杜
会
背
景
を
受
け
て
、
「
蒸
留
酒
の
利
用
は
、
健
康
な
人
に
と
っ
て
不
必
要
な
だ
け
で
は
な
く
有
害
で
あ
り
、
欽
酒
の
習
慣
や
欲
望

(ω) 

を
作
り
出
す
原
因
で
あ
り
、
そ
の
利
用
が
続
く
眠
り
は
飲
酒
の
害
は
決
し
て
取
り
除
か
れ
な
い
」
と
し
て
禁
酒
運
動
を
展
開
し
た
ア
メ

(
均
)

の
下
部
組
織
で
あ
っ
た
。
以
上
を
踏
ま
え
れ
ば
ク
ラ
l
ク
が
幼
少
年
期
に
会
衆

八
0
0
1
七
一
年
)

(〉田町出白山内同)

リ
カ
禁
酒
協
会
(
〉
虫
色

n
g
J『
0
5日
U
2
g
g
∞
2
おさ

キLi援農学校建学の王理念13 



派
教
会
の
影
響
を
強
く
受
け
た
家
庭
で
育
ち
、
ピ
ュ

l
リ
タ
ニ
ズ
ム
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
彼
の
思
想
基
盤
を
形
成

し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

14 告漏文

( 

ー一) 

ウ
ィ
リ
ス
ト
ン
・
セ
ミ
ナ
リ
i
に
入
学

ヨテ

iiffil 

ク
ラ
l
ク
は
幼
少
年
期
を
ア
ッ
シ
ユ
フ
ィ
ー
ル
ド
で
過
ご
し
た
後
、
彼
の
一
家
は
イ
ー
ス
ト
ハ
ン
プ
ト
ン
宙
開

2
g
s℃
窓
口
)
に
移

(
冗
)

の
隣
人
と
な
る
。
そ
し
て
ア
サ
ー
ト
ン
が
ウ
ィ
リ

り
住
ん
だ
。
そ
こ
で
彼
ら
は
サ
ミ
ユ
エ
ル
・
ウ
ィ
リ
ス
ト
ン

ス
ト
ン
家
の
家
庭
医
と
な
る
と
、
両
家
は
親
し
い
関
係
を
築
い
た
。
こ
の
ウ
ィ
リ
ス
ト
ン
は
厳
格
な
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ス
ト
と
称
さ
れ
た
人

(

沼

)

(

九

)

物
で
、
一
八
四
一
年
か
ら
七
四
年
ま
で
ア
マ

l
ス
ト
大
学
の
理
事
を
務
め
て
い
る
。
ま
た
彼
は
一
八
四
一
年
イ
ー
ス
ト
ハ
ン
プ
ト
ン
に

〈
お
)

ウ
ィ
リ
ス
ト
ン
・
セ
ミ
ナ
リ
l

(当
主
田
仲

S
P
Eロ
民
主
を
設
立
し
た
。
ク
ラ

l
ク
は
こ
の
セ
ミ
ナ
リ
!
の
古
典
学
科
第
一
期
生
と
し

(
%
)
 

て
一
八
四
一
年
に
入
学
し
て
い
る
。

(rg口
弘
司
法
仲
間
交
)
ロ
)

(π) 

こ
の
セ
ミ
ナ
リ

i
は
一
八
四
一
年
十
二
月
二
日
開
講
の
古
典
学
科
と
英
語
学
科
を
設
置
し
た
中
等
教
育
機
関
で
あ
り
、

(
鴻
)

の
目
的
は
真
の
教
養
を
通
じ
て
の
人
間
の
精
神
の
発
展
で
あ
る
」
と
し
、
ラ
テ
ン
語
、
ギ
リ
シ
ア
一
週
間
を
含
め
た
古
典
語
教
育
に
力
を
入

〈

問

問

)

れ
て
い
た
。
ま
た
ク
ラ

l
ク
が
所
属
し
た
古
典
学
科
は
「
若
者
が
全
て
の
準
備
段
階
の
学
問
、
特
に
ラ
テ
ン
語
、
ギ
リ
シ
ア
語
の
正
確

「
教
育
の
富
山
(

な
学
識
の
諸
原
理
を
徹
底
的
に
教
え
込
ま
れ
、
同
時
に
学
問
だ
け
で
な
く
、
思
想
、
感
情
、
行
動
に
お
け
る
全
て
の
習
慣
に
お
い
て
正

(
前
)

し
く
駒
治
さ
れ
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
い
た
。
こ
の
学
科
で
は
キ
ケ
ロ
(
宮

R
E由
JP-医
5
C
2
8・
前
一

O
六
1
前
四
三
年
)
の

の
イ

i
リ
ア
ス
や
オ
デ
ユ
ツ
セ
イ
ア
を
教
科
書
と
し
て
古
典
語
の
指
導
が

演
説
の
実
演
や
ホ
メ
ロ
ス

(20sqg-
前

(
別
)

行
わ
れ
た
。
ま
た
履
修
要
項
を
み
る
と
、
古
典
語
に
加
え
て
代
数
、
幾
何
学
、
求
積
法
、
三
角
法
、
自
然
哲
学
、
道
徳
哲
学
、
知
的
哲

学
(
百
円
四
日
目
。

n
g
a
B苦
き
ち
芝
、
修
辞
学
、
天
文
学
、
植
物
学
、
生
理
学
、
簿
記
、
英
作
文
、
雄
弁
術
と
い
っ
た

5
0
3日
長
田
町
。
管
問
。

〈
幻
)

の
全
人
教
育
関
連
の
科
目
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
セ
ミ
ナ
リ
ー
で
は
「
諸
言
語
と
諸
科
学
を
徹
底
的
に
教
授
す
る
だ
け
で

O
世
紀
頃
)



(
お
)

な
く
、
忠
実
な
道
語
的
、
宗
教
的
指
導
」
も
重
視
さ
れ
、
生
徒
は
安
息
日
に
礼
拝
を
求
め
ら
れ
、
教
師
か
ら
宗
教
指
導
を
受
け
た
。
以

上
を
ふ
ま
え
れ
ば
ク
ラ

i
ク
は
少
年
期
こ
の
セ
ミ
ナ
リ

i
で
全
人
教
育
の
基
礎
を
構
築
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(
四
)

ア
マ

i
ス
ト
大
学
か
ら
の
怠
想
的
影
響

ク
ラ
l
ク
は
一
八
四
四
年
ウ
ィ
リ
ス
ト
ン
・
セ
ミ
ナ
リ
ー
を
ふ
卒
業
し
、
同
年
ア
マ

l
ス
ト
大
学
(
〉
日
宮
室
内
島
品
目
)
に
入
学
し
た
。

こ
の
大
学
は
一
八
世
紀
に
始
ま
る
大
覚
醒
吉
岡
町
民
〉
岩
田
宮
口
広
明
)
運
動
を
背
景
に
設
立
さ
れ
た

5
0豆
長
田

g宕
mo
の
一
つ
で
あ
り
、

ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
化
し
た
ハ

l
ヴ
ァ

l
ド
大
学
に
対
し
て
会
衆
派
教
会
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
信
仰
を
堅
持
す
る
高
等

教
育
機
関
と
し
て
一
八
一
一
一
年
に
創
立
さ
れ
た
。

ク
ラ

l
ク
は
こ
の
大
学
の
学
生
生
活
か
ら
学
問
上
人
格
形
成
上
多
く
の
思
恵
を
得
た
。
彼
が
「
誰
も
が
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
、

そ
し
て
他
人
に
か
な
り
の
利
益
を
も
た
ら
す
に
も
か
か
わ
ら
ず
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
知
識
を
新
し
く
見
つ
け
出
し
、
記
憶
力
と
判
断

(
刷
出
)

力
の
大
一
棺
な
進
歩
に
、
必
要
な
精
神
的
陶
冶
を
行
い
、
大
学
で
の
生
活
を
正
し
く
送
る
た
め
に
必
要
な
規
則
正
し
い
習
慣
を
作
り
」
、
「
最

(
白
山
)

も
長
く
続
く
友
情
を
築
き
、
心
の
中
の
最
も
擾
し
い
感
情
が
常
に
呼
び
起
こ
さ
れ
」
た
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
窺
え
る
。
ま
た
彼
は

ア
マ

l
ス
ト
大
学
か
ら
強
烈
な
全
人
教
育
を
受
け
た
。
こ
の
大
学
の
履
修
要
項
を
み
る
と
、
彼
は
四
年
間
を
通
じ
て
ホ
メ
ロ
ス
の
イ

i

(
M
8
8
g
p
前
回
二
七

?
1
前
三
五
四
年
)
の

(
叫
凶
)

録
、
ギ
リ
シ
ア
や
ロ
ー
マ
の
故
事
、
古
典
文
学
の
歴
史
、
ラ
テ
ン
語
、
ギ
リ
シ
ア
語
等
を
学
ん
で
い
る
。
彼
が
「
ホ
一
フ
テ
イ
ウ
ス
の

(
幻
)

論
に
没
頭
し
」
た
り
、
「
古
き
デ
モ
ス
テ
ネ
ス
が
ま
る
で
一
人
の
人
間
の
心
の
よ
う
に
大
衆
の
心
を
動
か
す
た
め
に
使
っ
た
」
「
雄
弁

(∞∞) 

で
美
し
い
一
言
葉
を
練
習
」
し
た
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
彼
は
全
人
教
育
関
連
科
目
か
ら
ギ
リ
シ
ア
や
ロ

l
マ
人
の
良
く
生
き
る
た
め

リ
ア
ス
、

オ
デ
ユ
ツ
セ
イ
ア
、
キ
ケ
ロ
の
演
説
法
や
雄
弁
術
、

ク
セ
ノ
フ
ォ
ン

の
智
恵
と
、
彼
等
が
理
想
と
し
た
精
神
も
身
体
も
健
康
で
美
し
く
、
調
和
の
と
れ
た
人
間
像
を
学
ん
だ
。
ま
た
ク
ラ

i
ク
は
修
辞
学
や

演
説
法
、
雄
弁
術
、
討
論
等
を
通
じ
て
、
古
典
か
ら
得
た
教
養
を
如
何
な
く
表
現
す
る
術
を
身
に
付
け
た
。
そ
し
て
彼
は
文
芸
協
会
(
ピ
ヤ

札幌農学校建学の理念15 



(
m出
)

R
R可

ω
2
5
1
で
討
論
や
演
説
を
行
い
、
そ
の
能
力
に
磨
き
を
か
け
た
。
こ
の
協
会
は
当
時
学
生
一
が
大
学
の
正
課
の
授
業
以
上
に
書

(
川
別
)

法
、
雄
弁
術
、
討
論
を
学
ぶ
一
層
有
益
な
場
と
さ
れ
、
ま
た
学
生
が
「
良
き
市
民
」
(
同

m
o
a
n
w
w
g
)
と
な
る
た
め
の
宗
教
指
導
を

(

州

出

)

(

川

出

)

行
う
道
徳
的
関
冶
に
は
不
可
欠
な
場
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
ク
ラ

i
ク
は
一
宮
二
時
間
同
体
育
館
で
運
動
を
行
い
、
ま
た
ヒ
ッ
チ

16 編又;

コ
ッ
ク
学
長
(
関
与
者
向

E
d丹
n
v
n
c
n
F

の
指
導
の
も
と
大
学
士
宮
候
補

(
m
m
)
 

生
(
向
。
-
H
o
m
o
p
m
w
g
)
と
呼
ば
れ
た
軍
事
由
体

(
E
E
R可

8
5官
若
)
で
戦
術
や
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
を
学
び
、
肉
体
の
鍛
錬
も
行
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
ク
ラ
l
ク
は
ギ
リ
シ
ア
人
や
ロ

l
マ
人
が
理
想
と
し
た
人
間
像
に
範
を
採
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
人
文
主
義

教
育
の
流
れ
を
受
け
た
全
人
教
育
を
も
と
に
、
知
・
徳
・
体
が
調
和
的
に
発
展
し
た
教
養
を
も
っ
人
間
を
育
成
す
る
ア
マ

i
ス
ト
大
学

七九一一一

i
一
八
六
閥
年
、
学
長
在
住
一
八
四
五

1
五
四
年
)

ごヤ♂N

陥商

で
人
格
及
び
思
想
の
基
盤
を
形
成
し
た
。

他
に
ア
マ

l
ス
ト
大
学
の
教
授
た
ち
も
ク
ラ
l
ク
に
人
格
的
学
問
的
影
響
を
与
え
た
。
な
か
で
も
彼
と
関
わ
り
が
深
い
の
は
ヒ
ッ
チ

コ
ッ
ク
学
長
、
シ
ェ
パ
ー
ド

(2立
g
d℃
言
語
∞
宮
市
出
吋
円
Y

(

の吉岡山何回

ω供
向
〉
E
S
F

八
一
回
1
五
三
年
)
教
授
で
あ
っ
た
。
彼
ら
が
ク
ラ
l
ク
に
授
け
た
も
の
は
自
然
界
の
全
て
を
神
が
創
り
た
も
う
た
と
い
う
自
然
神
学

的
立
場
に
立
っ
て
造
化
の
妙
理
を
学
生
に
悟
ら
せ
る
学
問
観
で
あ
っ
た
。
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
学
長
は
宗
教
と
科
学
を
統
一
的
に
捉
え
、
「
私

が
教
え
る
科
学
に
よ
っ
て
、
自
然
神
学
を
一
不
す
」
と
し
て
学
生
を
指
導
し
た
。
ま
た
ア
ダ
ム
ス
教
授
は
「
天
地
創
造
に
関
す
る
、
特
に

有
機
的
存
在
に
関
す
る
栄
誉
に
満
ち
た
計
闘
を
見
せ
る
こ
と
に
僅
か
で
も
貢
献
す
る
」
た
め
に
標
本
陳
列
ケ

l
ス

(g窓
口
又
)
を
寄
贈

し
、
標
本
を
通
じ
て
学
生
に
造
化
の
妙
理
を
理
解
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
ク
ラ
i
ク
が
こ
の
よ
う
な
彼
ら
の
指
導
が
「
私
の
好
奇
心
を
激

(
町
出
)

し
い
途
切
れ
る
こ
と
の
無
い
清
熱
へ
と
進
ま
」
せ
た
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
彼
は
教
授
た
ち
と
同
じ
学
問
観
を
形
成
し
た
。
さ
ら
に

(
釘
)

彼
は
ア
マ

i
ス
ト
近
辺
の
山
で
鉱
物
及
び
植
物
の
標
本
を
採
集
し
、
神
が
造
り
出
し
た
も
の
に
対
し
て
畏
敬
の
念
を
抱
き
、
徐
々
に
自

一
八
O
田
1
八
六
年
)
教
授
、

ア
ダ
ム
ス

然
科
学
へ
の
造
詣
を
深
め
、
造
化
の
妙
理
を
悟
っ
て
い
っ
た
。

加
え
て
ク
ラ
l
ク
は
と
り
わ
け
ピ
ッ
チ
コ
ッ
ク
学
長
よ
り
人
格
的
道
徳
的
影
響
を
強
く
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
学



(
m
m
)
 

長
は
ア
マ

l
ス
ト
大
学
の
禁
酒
協
会
で
あ
る
〉

E
5
5
5
B
∞
2
5叫
に
設
立
当
初
よ
り
関
わ
っ
て
い
た
。
こ
の
協
会
の
名
諦
に
あ
る

〉
丞
〈

g
g
m
gと
は
、

5
5
5
S
す
な
わ
ち
社
会
の
不
道
徳
及
、
び
無
秩
序
を
招
く
毒
物
へ
の
反
対
(
出
口
氏
)
を
意
味
し
、
ア
メ
リ
カ
禁

酒
協
会
や
ア
ッ
シ
ュ
フ
ィ
ー
ル
ド
禁
酒
協
会
と
同
じ
く
一
九
汲
紀
前
半
に
展
開
さ
れ
た
禁
酒
運
動
を
背
景
と
し
て
一
八
三

O
年
設
立
さ

イ
ン
、
阿
片
、

日
常
の
欽
み
物
と
し
て
の
蒸
留
酒
、
ヮ

(
川
町
)

タ
バ
コ
を
薬
用
や
神
の
聖
餐
式
で
の
使
用
を
除
い
て
禁
止
す
る
誓
約
書
が
作
成
さ
れ
、
協
会
員
は
積
極
的
禁
欲
の
実
践

れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
協
会
で
は
社
会
の
不
道
徳
や
無
秩
序
を
招
く
恐
れ
の
あ
る
賛
沢
品
、

を
求
め
ら
れ
た
。
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
学
長
は
こ
の
協
会
設
立
当
初
よ
り
各
学
年
の
入
学
時
に
こ
の
誓
約
書
へ
の
署
名
を
勧
め
て
き
た
。
彼

の
記
録
に
よ
る
と
、
一
八
一
一
一

O
年
か
ら
六
二
一
年
ま
で
に
二

O
一
一
一
三
名
中
一
四
八
五
名
の
学
生
が
、
そ
し
て
ク
ラ
l
ク
の
学
年
で
は
三
二

(
間
山
)

名
中
二
二
名
が
こ
の
誓
約
書
に
署
名
を
し
て
い
る
。
ク
ラ
l
ク
が
幼
年
期
に
父
か
ら
禁
酒
に
つ
い
て
感
化
を
受
け
た
こ
と
、
ク
ラ
l
ク

き
阿
片
、
理
革
、

十
八
日
「
大
学
に
関
係
す
る
限
り
、
薬
用
を
徐

(

山

山

)

ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
の
使
用
を
禁
じ
、
ま
た
賭
け
古
学
や
神
を
冒
涜
す
る
一
古
口
葉
を
禁
じ
る
」
こ
と
を
内
容
と
す
る
禁
酒
禁

が
札
幌
農
学
校
で
学
生
へ
の
穂
育
の
一
環
と
し
て

八
七
六
(
明
治
九
)
年
十
一
月

煙
の
誓
約
書
を
作
成
し
学
生
に
署
名
を
求
め
た
こ
と
、
そ
し
て
禁
酒
禁
煙
の
誓
約
書
と
〉
忍

5
5
5
S
∞
o
g
q
の
誓
約
書
と
の
問
に

文
体
、
内
容
、
そ
し
て
作
成
さ
れ
た
意
図
に
共
通
点
を
見
い
出
せ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
彼
も
ま
た
〉
急
岩
出
向
吉
田
口
∞

o
a
o
q
の

約
金
一
日
に
署
名
し
、
こ
の
協
会
か
ら
ピ
ュ

l
リ
タ
ニ
ズ
ム
に
基
づ
く
道
徳
観
の
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

規
律
あ
る
生
活
、
良
き
友
人
達
、
全
人
教
育
、
興
味
を
充
た
し
て
く
れ
る
標
本
類
、
学
識
あ
り
教
養
あ
る
教
授
と
の
人
間
的
学
問
的

交
わ
り
及
び
禁
酒
協
会
な
ど
、

ア
マ

l
ス
ト
大
学
は
ク
ラ
l
ク
の
人
格
形
成
や
思
想
形
成
に
多
大
の
影
響
を
与
え
た
。
そ
し
て
こ
の
大

学
の
全
て
に
浸
透
し
て
い
た
の
は
ピ
ュ

i
リ
タ
ニ
ズ
ム
的
雰
囲
気
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
こ
の
大
学
の
あ
ら
ゆ
る
思
想
的
影
響
を
余
す
と

こ
ろ
な
く
受
け
入
れ
る
た
め
に
は
内
な
る
盲
目
の
キ
リ
ス
ト
教
信
抑
が
不
可
欠
と
な
る
。

W
-
S
・
タ
イ
ラ

i
(当
日
g
g
∞
4
8
0
R
ベ
下
回
ア

一
八
一

0
1
九
七
年
)
教
授
が
「
時
間
を
正
し
く
使
い
、
様
々
な
龍
力
や
機
会
を
最
も
う
ま
く
活
用
し
、
す
べ
て
の
有
用
な
知
識
を
最

(

阿

山

)

も
う
ま
く
用
い
る
た
め
の
最
も
確
か
な
導
き
で
あ
り
、
最
も
強
烈
な
刺
激
で
あ
る
」
、
「
真
の
宗
教
の
原
理
や
精
神
」
の
獲
得
を
強
調
し

17 札幌農学校建学の理念



ア
マ
!
ス
ト
大
学
は
真
の
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を
学
生
の
あ
ら
ゆ
る
人
格
的
思
想
的
感
化
を
真
な
る
も
の
と
す
る
た
め

に
不
可
欠
と
し
て
い
た
。
そ
こ
で
同
大
学
は
他
の
会
衆
派
教
会
系
の
大
学
と
同
様
に
、
リ
ヴ
ア
イ
パ
ル
(
信
仰
復
興
)
を
通
じ
て
ピ
ュ
ー

リ
タ
ン
の
真
の
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を
学
生
に
喚
起
、
深
化
さ
せ
て
い
っ
た
。
こ
の
大
学
で
は
開
学
以
来
一
八
六
三
年
ま
で
に
一
四
留
の

(
m
M
)
 

リ
ヴ
ア
イ
パ
ル
が
起
こ
り
、
ク
ラ

i
ク
の
在
学
時
で
は
彼
が
二
回
生
の
一
八
四
六
年
に
そ
の
記
録
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
指
導
者
と
な
っ

〈
剛
山
)

た
の
は
回
心
経
験
者
の
教
授
や
牧
師
で
あ
り
、
彼
等
の
聖
書
や
説
教
を
中
心
と
し
た
指
導
は
学
生
の
信
仰
を
復
興
さ
せ
る
上
で
大
き
な

(
間
)

八
四
六
年
の
リ
ヴ
ア
イ
パ
ル
に
は
学
生
の
両
親
、
友
人
、
親
戚
か
ら
の
働
き
か
け
も
あ
り
、
多
く
の
学
生
が

て
い
る
よ
、
つ
に
、

力
と
な
っ
た
。
さ
ら
に

臨
心

(
n
8
5
2
0口
)
を
経
験
し
、
真
の
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を
獲
得
し
た
。
そ
し
て
ク
ラ

i
ク
も
ま
た
回
心
を
経
験
し
た
一
人
で
あ
っ

た
。
彼
は
母
宛
の
書
箆
に
、
「
長
く
正
し
い
道
を
踏
み
外
し
て
い
た
息
子
へ
の
あ
な
た
の
祈
り
は
、
私
が
謙
虚
に
望
み
、
信
じ
た
時
に
、

(
問
)

受
け
入
れ
ら
れ
ま
し
た
」
と
母
親
に
対
し
謝
辞
を
述
べ
、
さ
ら
に
「
私
は
深
く
確
信
で
き
る
よ
う
熱
心
に
祈
り
」
、
ヰ
神
よ
、
我
は
信

ず
る
。
汝
我
の
信
仰
な
き
を
助
け
た
ま
え
」
と
私
が
叫
」
ん
だ
と
こ
ろ
一
つ
の
変
化
が
訪
れ
、
そ
の
後
「
再
び
祈
り
、
気
持
ち
が
よ
り

(
閉
山
)

楽
に
な
り
」
、
聖
書
を
手
に
取
っ
た
、
と
回
心
の
様
子
を
綴
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
彼
は
多
く
の
学
生
と
同
様
に
リ
ヴ
ア
イ
パ
ル
に

よ
る
回
心
経
験
を
通
じ
て
真
の
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を
獲
得
し
、
そ
の
信
仰
を
も
と
に
ア
マ

i
ス
ト
大
学
が
も
た
ら
す
ピ
ュ

l
リ
タ
ニ
ズ

ム
に
碁
づ
い
て
思
想
基
盤
を
確
立
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
ク
ラ
l
ク
は
ア
マ

l
ス
ト
大
学
に
お
い
て
彼
の
思
想
の
中
核
に
あ
っ
た
宗
教
的
素
養
を
ピ
ュ

i
リ
タ
ニ
ズ
ム
に
基
づ

く
思
想
基
盤
と
し
て
確
立
し
、
そ
の
上
に
造
化
の
妙
理
を
探
究
す
る
学
問
観
、
全
人
教
育
、
文
明
閤
家
を
支
え
る
良
き
市
民
と
し
て
の

資
賞
、
禁
欲
的
な
道
徳
観
を
打
ち
建
て
た
。
そ
し
て
彼
が
講
義
の
み
な
ら
ず
生
活
全
体
を
通
じ
て
学
ん
だ
全
人
教
青
、
道
徳
規
範
と
し

て
の
ピ
ュ

1
リ
タ
ニ
ズ
ム
や
市
民
の
資
質
と
し
て
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
彼
の
教
脊
思
想
の
中
核
に
据
え
ら
れ
る
事
と
な
っ
た
。
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五

ド
イ
ツ
・
ゲ
ツ
テ
イ
ン
ゲ
ン
大
学
か
ら
の
思
想
的
影
響

ク
ラ

1
ク
は
一
八
四
八
年
ア
マ
!
ス
ト
大
学
卒
業
後
、
母
校
の
ウ
イ
リ
ス
ト
ン
・
セ
ミ
ナ
リ
!
で
化
学
及
び
博
物
学
の
教
職
に
就
い

(
紛
)
た
。
そ
し
て
彼
は
二
年
の
教
師
生
活
を
経
て
、

八
五
O
年
ド
イ
ツ
の
ゲ
ツ
テ
イ
ン
ゲ
ン
大
学
(
正
式
名

0
8円m
U
〉
話
5
S
C尽
5
5
s

円
安
。

cgHMmS)
に
留
学
し
た
。
こ
の
大
学
は
他
の
領
邦
大
学
が
持
つ
偏
狭
な
教
派
主
義
や
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
哲
学
及
び
ス
コ
ラ
哲
学

に
基
づ
く
ド
伝
統
的
な
学
問
観
を
否
定
し
、
学
問
の
自
由
を
重
視
す
る
大
学
と
し
て
一
七
三
四
年
に
設
立
さ
れ
た
。
ま
た
こ
の
大
学
は
一

七
一
一
一
九
年
以
降
学
術
雑
誌
を
発
行
し
、

さ
ら
に
数
学
者
ガ
ウ
ス

一
七
五

年
に
は
学
術
協
会
を
発
足
さ
せ
る
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
会
に
多
大
な
影
響
を
与
え
、

一
七
七
七
1
一
八
五
五
年
)
な
ど
の
世
界
的
権
威
あ
る
科
学
者
を
輩
出
し

(
旬
。
町
田
口
出
州
知
岡
山
司
氏
自
仏
民

n
v
o自由的。

た
実
績
を
持
っ
て
い
た
。

ク
ラ

i
ク
留
学
時
の
ド
イ
ツ
の
高
等
教
育
機
関
は
研
究
機
関
と
し
て
の
大
学
が
確
立
さ
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
。

八
O
六
年
フ
ラ
ン

ス
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
に
大
敗
後
、
首
相
の
シ
ュ
タ
イ
ン

宙
開
仲
間
ユ
岳
町
丘
町
仏
江
口
町
同
州

R
H
M
U
8
E
m
ロ
gロ
∞
窓
口
咽

)¥ 

一
七
五
七

1

年
、
在
職
一
八

O
七
1
0
八
年
)

二
年
、
在
職
一
八

一
七
五

0
1
一
八
二

や
同
じ
く
首
相
の
ハ
ル
デ
ン
ベ
ル
ク
(
関
誌
〉
口
開
口
忠
明
貸
出
向
〈
O
口
出
血
丘
町
喜
四
円
や

0
1
一
一
一
一
年
)
の
上
か
ら
の
近
代
化
政
策
の
も
と
、
研
究
を
大
学
の
中
心
的
役
割
と
す
る
フ
ン
ボ
ル
ト
長
主

要
吾
氏
8

5ロ
出
口

s
g
E唱
一
七
六
七

1
一
八
三
五
年
)
の
理
念
を
中
心
に
教
育
政
策
が
推
進
さ
れ
た
。
一
八
一

O
年
に
は
学
問
の
自

由
を
保
障
し
、
自
由
な
批
判
的
精
神
を
尊
重
し
、
学
の
生
産
に
専
念
す
る
学
府
と
し
て
、
従
来
の
領
邦
大
学
と
は
異
な
る
教
育
理
念
を

も
っ
ベ
ル
リ
ン
大
学
が
設
立
さ
れ
た
。
ま
た
一
八
一
二
年
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
卒
業
試
験
(
大
学
入
学
検
定
試
験
)
の
徹
底
化
に
始
ま
る
ギ

ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
整
備
は
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
を
研
究
の
基
礎
で
あ
る
一
般
教
養
課
程
の
履
修
機
関
と
し
て
位
置
付
け
た
。
そ
し
て
一
八
一
七

年
の
宗
務
・
公
教
育
省
発
足
後
も
フ
ン
ボ
ル
ト
理
念
に
基
づ
く
教
育
政
策
が
採
ら
れ
、
一
八
四
0
年
代
後
半
に
は
ド
イ
ツ
憲
法
に
お
い

て
学
問
の
自
由
が
保
障
さ
れ
、
研
究
機
関
と
し
て
の
大
学
制
度
が
確
立
し
た
。
こ
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
ド
イ
ツ
の
大
学
の
多
く
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
お
い
て
最
高
レ
ベ
ル
の
研
究
機
関
と
な
り
、
ま
た
大
学
で
の
研
究
を
通
じ
て
生
み
出
さ
れ
た
知
識
や
技
術
を
産
業
界
に
提
供

19 札幌農学校建学の潔念



す
る
な
ど
、
産
業
界
の
発
展
や
国
力
の
増
大
に
貢
献
し
た
。
な
か
で
も
ゲ
ツ
テ
イ
ン
ゲ
ン
大
学
は
一
八

O
七
年
に
は
ガ
ウ
ス
を
、

八
0
0
1
八
二
年
)
を
教
授
に
迎
え
、
ク
ラ

i
ク
の
留
学
時

に
は
彼
等
の
よ
う
な
世
界
的
権
威
を
有
す
る
大
学
と
し
て
ド
イ
ツ
で
も
最
先
端
の
研
究
レ
ベ
ル
を
誇
る
大
学
で
あ
っ
た
。

三
六
年
に
は
化
学
の
世
界
的
権
威
ヴ
ェ

i
ラ
l

(
虫
色
江
口
町
名
C
V
M
F

こ
の
大
学
で
ク
ラ

i
ク
は
一
八
五

O
年
か
ら
五
二
年
ま
で
二
年
余
の
留
学
生
活
を
過
ご
し
た
。
当
時
こ
の
大
学
は
巨
大
な
実
験
棟
、

(
m
M
)
 

解
部
棟
、
約
四

O
万
冊
を
所
蔵
す
る
図
書
館
、
植
物
園
な
ど
の
優
れ
た
研
究
施
設
を
備
え
て
お
り
、
そ
こ
に
は
彼
の
研
究
生
活
を
支
援

す
る
最
高
の
環
境
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
彼
は
こ
の
大
学
で
化
学
担
当
の
ヴ
ェ

i
ラ
l
教
授
、
鉱
物
学
講
義
と
結
晶
観
察
担
当
の
ヴ
ァ
ル

(
出
)

タ
l
ス
ハ
ウ
ゼ
ン
(
君
。
-
狩

gm
∞R
S民
E
M
W
E
H
O
ロ
さ
ロ
垣
島
宮
内
田
町
田
5
8
)
教
授
に
指
導
を
受
け
た
。
よ
っ
て
ク
ラ
!
ク
が
彼
等
の
指

導
か
ら
ド
イ
ツ
の
最
先
端
の
研
究
の
理
念
及
び
研
究
方
法
を
学
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

ク
ラ

i
ク
は
こ
の
大
学
で
博
士
号
を
取
得
す
べ
く
研
究
に
励
ん
だ
。
彼
は
ア
メ
リ
カ
で
収
集
し
た
鉱
物
を
取
り
寄
せ
、
そ
の
鉱
物
の

化
学
的
分
析
を
行
い
、

一
八
五
二
年
に
「
隠
石
の
化
学
的
分
析

E
E
5
2即
日
目
片
岡
出
立

g岳
町
田
)
」
で
博
士
号
を
取
得
す
る
が
、
被
が
得

た
も
の
は
博
士
号
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
彼
は
ア
メ
リ
カ
と
ド
イ
ツ
を
比
較
し
、
充
実
し
た
初
等
教
育
機
関
や
中
等
教
育
機
関
で
あ
る

般
教
養
の
徹
歳
、
優
れ
た
研
究
設
備
や
豊
富
な
蹴
書
の
図
書
館
を
備
え
た
冊
究
機
関
と
し
て
の
大
学
、
教
授
陣

の
時
間
的
経
済
的
優
遇
措
置
、
学
生
に
課
さ
れ
る
厳
し
い
研
究
課
題
の
中
に
ド
イ
ツ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
最
先
端
の
学
問
を
維
持
・
発
麗

し
て
き
た
要
閣
を
見
出
し
、
研
究
及
び
設
備
、
環
境
面
で
ド
イ
ツ
の
大
学
が
ア
メ
リ
カ
の
大
学
よ
り
も
は
る
か
に
罷
れ
た
研
究
機
関
で

(
凶
)

ュ
l
リ
タ
ン
の
考
え
方
は
間
間
違
い
な
く
失
わ
れ
て
い
る
」
と
、
ド
イ
ツ
の
研

ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
で
の

あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
。
し
か
し
彼
は
ド
イ
ツ
で
は

究
中
心
大
学
と
ア
メ
リ
カ
の

Eng-
宝
田
町
。
官
官
と
の
間
に
内
在
す
る
違
い
を
見
抜
い
て
い
る
。
当
時
ド
イ
ツ
で
は
安
息
日
を
守
ら
ず

ー

(

川

出

)

と
も
嘘
、
読
み
、
殺
人
を
し
な
け
れ
ば
宗
教
的
な
人
時
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。
彼
は
「
全
て
の
人
間
は
自
分
自
身
の
運
命
の
建
築
家
で

(
川
川
)

あ
る
」
と
い
う
一
言
葉
を
信
じ
、
「
天
は
自
ら
助
く
る
者
を
助
く
」
と
自
分
に
言
い
需
か
せ
、
忙
し
い
最
中
で
も
安
怠
日
を
守
り
、
聖
書

(
山
)

を
読
む
持
簡
を
持
ち
、
ピ
ュ

i
リ
タ
ン
と
し
て
の
生
き
方
を
遵
守
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
れ
は
披
が
「
キ
リ
ス
ト
教
と
科
学
は
決
し )¥ 
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て
相
容
れ
な
い
も
の
で
は
な
く
、
国
民
が
神
の
教
え
に
基
づ
か
な
い
知
識
へ
の
誇
り
や
、
そ
の
知
識
の
持
つ
偽
り
の
洗
練
さ
や
過
度
な

(
川
川
)

高
雅
さ
か
ら
生
ず
る
多
く
の
悪
影
響
に
さ
ら
さ
れ
る
前
に
キ
リ
ス
ト
教
が
彼
等
の
間
に
確
立
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
考
え
て
い

つ
ま
り
彼
は
高
度
な
学
問
的
知
識
の
優
秀
さ
に
惑
わ
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
獲
得
し
た
知
識
を
善
用
す
る
規
範
と

し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
、
と
り
わ
け
ピ
ュ

i
リ
タ
ニ
ズ
ム
に
基
づ
く
道
徳
観
な
し
に
、
あ
る
い
は
良
き
市
民
と
し
て
の
資
質
な
し
に
最
高

た
か
ら
で
あ
っ
た
。

の
学
問
の
達
成
は
不
可
能
と
考
え
て
い
た
。
こ
れ
は
彼
が
「
ア
メ
リ
カ
の
大
学
(
。
号

g官
官
∞
)
は

て
ド
イ
ツ
方
式
の
大
学

Z
E
5
2
t
g
)
、
つ
ま
り
法
学
部
、
神
学
部
、
医
学
部
、
哲
学
部
は
人
々
に
専
門
へ
の
準
備
を
し
な
け
れ
ば

(
川
山
)

な
」
ら
な
い
と
い
う
全
人
教
育
を
基
盤
と
し
て
専
門
教
育
を
施
す
高
等
教
育
機
関
を
理
想
と
し
て
い
る
こ
と
に
示
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
ク
ラ
!
ク
は
ゲ
ッ
テ
イ
ン
ゲ
ン
大
学
で
ア
メ
リ
カ
と
対
照
的
な
ド
イ
ツ
の
高
等
教
育
観
に
触
れ
、
研
究
中
心
主
義
の

優
秀
性
を
見
出
し
た
。
ま
た
向
時
に
彼
は
ド
イ
ツ
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
と
学
問
の
希
離
を
見
出
し
、
ア
メ
リ
カ
の
人
間
形
成
を
目
指

す
全
人
教
育
の
必
然
性
を
確
信
し
た
。
そ
し
て
彼
は
ア
メ
リ
カ
と
ド
イ
ツ
の
高
等
教
育
観
の
長
所
を
統
合
し
、
全
人
教
育
並
び
に
ピ
ュ

l

リ
タ
ニ
ズ
ム
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
よ
る
人
間
形
成
の
上
に
、
産
業
革
命
を
支
え
、
近
代
化
を
促
進
す
る
専
門
性
を
有
す
る
人
材
を
育
成

般
教
育
を
完
成
さ
せ
、
そ
し

す
る
高
等
教
育
観
を
確
立
さ
せ
、
被
の
教
育
思
想
の
中
核
に
こ
の
高
等
教
育
観
を
据
え
た
。

ニi
i

ニ
米
聞
に
お
け
る
ク
ラ

I
ク
の
研
究
・
教
育
の
実
践

( 

) 

ア
マ
I
ス
ト
大
学
で
の
実
践

ク
ラ

i
ク
は
帰
国
後
の
一
八
五
二
年
十
月
十
二
日
ア
マ

i
ス
ト
大
学
の
理
事
会
か
ら
分
析
化
学
及
び
応
用
化
学
教
授
(
在
職
一
八
五

(
凶
)

一一

1
五
四
年
)
、
ド
イ
ツ
語
講
師
(
在
職
一
八
五
二

1
五
三
年
)
に
任
命
さ
れ
、
母
校
で
実
践
す
る
こ
と
と
な
る
。

(
間
)

ク一フ

i
ク
は
教
授
就
任
後
理
学
科

(
0
8
皇
8
0泉
氏
∞

S
R
m
)
に
教
授
の
席
を
得
た
。
こ
の
学
科
は
大
学
の
卒
業
生
が
専
門
分
野

(
ぽ
)

を
深
め
る
目
的
で
一
八
五
三
年
一
月
よ
り
講
義
を
開
始
し
、
地
質
学
、
数
学
・
自
然
哲
学
・
工
学
、
化
学
、
農
業
、
鉱
物
学
、
動
物
学
、
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(
沼
)

植
物
学
、
心
理
学
・
哲
学
史
、
文
献
学
・
英
文
学
の
九
つ
の
専
門
分
野
を
設
置
し
た
。
そ
こ
で
彼
は
化
学
の
教
授
だ
け
で
な
く
、
以
前

(
間
)

よ
り
化
学
教
授
が
植
物
学
を
担
当
し
て
い
た
こ
と
に
散
い
、
植
物
学
の
教
授
も
兼
任
し
た
。
ま
た
五
三
年
動
物
学
教
授
の
ア
ダ
ム
ス
教

授
が
黄
熱
病
で
病
死
す
る
と
、
ク
ラ
i
ク
は
動
物
学
も
担
当
し
、
五
四
年
彼
は
正
式
に
化
学
、
植
物
学
、
動
物
学
教
授
(
在
職
一
八
五

(
m
w
)
 

四
1
五
八
年
)
に
任
命
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
若
き
研
究
者
で
あ
っ
た
ク
ラ
i
ク
が
専
門
性
と
研
究
を
重
視
す
る
理
学
科
の
教
授
に
抜

擢
さ
れ
、
し
か
も
複
数
科
目
を
兼
任
し
た
こ
と
は
、
彼
が
ド
イ
ツ
で
得
た
学
問
の
専
門
性
及
び
先
進
性
を
ア
マ

l
ス
ト
大
学
が
高
く
評

価
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
学
長
が
一
八
五
四
年
の
辞
任
演
説
で
「
実
験
室
が
ク
ラ
l
ク
教
授
に
よ
っ
て
実
験

〈
問
)

だ
け
で
な
く
分
析
化
学
及
び
応
用
化
学
に
か
な
り
適
し
た
も
の
と
な
っ
て
き
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
ク
ラ

i
ク
は
ド
イ
ツ

で
得
た
化
学
に
関
す
る
最
先
端
の
知
識
、
研
究
の
理
念
や
方
法
を
ア
マ

l
ス
ト
大
学
に
も
た
ら
し
た
。

( 

一一) 

ア
マ
i
ス
ト
大
学
の
教
育
理
念

こ
の
よ
う
に
一
八
五
四
年
ま
で
ク
ラ
i
ク
は
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
学
長
の
も
と
で
彼
の
専
門
性
を
ア
マ

i
ス
ト
大
学
に
導
入
す
る
こ
と
に

努
力
し
た
。
し
か
し
と
ッ
チ
コ
ッ
ク
学
長
は
間
年
七
月
「
様
々
な
仕
事
、
特
に
大
学
行
政
に
付
随
す
る
様
々
な
仕
事
を
続
け
る
に
は
健

(
山
)

康
上
不
備
で
あ
る
」
と
し
て
学
長
を
辞
し
た
。
代
わ
っ
て
同
年
八
月
七
日
ア
マ

i
ス
ト
大
学
理
事
会
の
定
例
会
で
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス

(
郎
)

タ
l
ン
ズ

(
Z
M
E
E
m
g
g
z
g∞
一
八
O
五
1
七
六
年
、
在
職
一
八
四
五
1
七
六
年
)
が
学
長
に
任
命
さ
れ
た
。
彼
が
就
任

(
悶
)

演
説
で
、
「
円
満
に
発
達
し
た
能
力
を
も
っ
人
間
を
育
成
す
る
」
全
人
教
育
、
叶
肉
体
の
よ
り
一
層
の
健
全
さ
を
獲
得
す
る
ま
で
最
高
の

(m) 

知
的
能
力
の
達
成
や
高
貴
な
徳
の
形
成
は
決
し
て
あ
り
え
な
い
」
と
い
う
立
場
か
ら
体
育
教
育
、
そ
し
て
「
身
体
の
様
々
な
力
に
活
力

(
出
)

を
与
え
」
、
「
身
体
の
様
々
な
力
の
十
分
な
発
展
に
と
っ
て
絶
対
不
可
欠
な
自
制
を
維
持
す
る
」
宗
教
教
育
の
調
和
的
発
展
を
通
じ
て
「
人

(
伐
)

聞
の
最
高
の
形
(
毘
属
医
間
宮
田
仲
間
々
!
日
目
。
片
岡
HHS)
を
作
り
出
す
こ
と
」
を
大
学
の
教
育
目
的
と
し
て
掲
げ
て
い
る
よ
う
に
、
彼
は
ク
ラ
!

ク
と
同
じ
教
育
観
を
持
つ
人
物
で
あ
っ
た
。
ス
タ
ー
ン
ズ
学
長
就
張
以
昨
ク
ラ
l
ク
は
新
た
な
活
動
の
場
と
彼
の
教
育
思
想
を
よ
り
実
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践
可
能
と
す
る
環
境
を
得
る
こ
と
に
な
る
。

( 

ー一) 

ア
マ

i
ス
ト
大
学
で
の
諸
活
動

ア
マ
l
ス
ト
大
学
で
は
新
た
な
学
問
研
究
施
設
及
び
寄
宿
舎
が
建
設
さ
れ
た
。
ク
ラ
l
ク
は
〉

3wz

(
郎
)

件
。
ロ
門
担
窓
口

mpA5尽
き
口
問
即
日
目
場
一
恒

ZDLHomo-
∞
雪
塁
。
可
B
E
E
S
の
建
設
に
参
酷
し
、
事
業
推
進
者
と
し
て
の
才
能
を
発
揮
し
た
。

な
か
で
も
君
主
き
口
出
島
は
最
新
設
備
を
備
え
た
実
験
室
を
希
望
す
る
ク
ラ

l
ク
の
望
み
を
満
た
す
た
め
に
、
ウ
イ
リ
ス
ト
ン
の
寄

(
出
)

付
金
に
よ
っ
て
一
八
五
七
年
建
設
さ
れ
た
。
ク
ラ
l
ク
は
こ
の
ホ

i
ル
の
整
備
の
た
め
ド
イ
ツ
へ
向
か
い
、
ウ
イ
リ
ス
ト
ン
の
資
金
で

(
郎
)

化
学
の
実
験
と
分
析
に
必
要
な
最
新
器
具
を
購
入
し
て
い
る
。
そ
し
て
一
八
五
八
年
五
月
十
九
日
当
日
2
8口
出
品
の
献
堂
式
が
行
わ

れ
、
同
年
ク
ラ

l
ク
は
化
学
教
授
(
在
職
一
八
五
人
1
六
七
年
)
に
就
任
す
る
と
共
に
、
ド
イ
ツ
の
最
先
端
の
研
究
設
備
が
整
っ
た
実

験
室
を
獲
得
し
た
。
ま
た
彼
は
ス
タ
ー
ン
ズ
学
長
の
「
好
意
的
で
進
歩
的
な
不
断
の
支
援
」
や
「
前
学
長
の
も
と
で
許
さ
れ
て
い
た
よ

(
邸
)

り
も
多
く
の
時
間
と
機
会
」
を
与
え
ら
れ
、
ド
イ
ツ
の
大
学
と
同
様
の
研
究
の
自
由
と
彼
自
身
の
専
門
性
を
発
揮
す
る
最
高
の
環
境
を

ス
タ
ー
ン
ズ
学
長
就
任
以
降
、

一
方
で
彼
の
同
僚
の
マ
レ
ッ
ト

(
Z
Z
5原
告
昌
弘

H
F
在
職
一
八
五
回
1
五
六
年
)
、
彼
の
友
人
マ
ン
ロ
ス
、
彼
の

後
継
者
ハ
リ
ス
富
山
ι陪何回目

va号
nr
出
向
吋
広
場
一
八
一
一
一
二

1
一
九
二

O
年
、
在
職
一
八
六
八

1
一
九
O
七
年
)
ら
ド
イ
ツ
・
ゲ
ツ
テ
ィ
ン

(
問
)

ゲ
ン
大
学
の
ヴ
ェ

l
ラ
l
教
授
の
研
究
室
出
身
者
が
化
学
教
授
を
務
め
た
。
ま
た
ク
ラ

l
ク
の
教
授
就
任
以
降
ゲ
ッ
テ
イ
ン
ゲ
ン
大
学

(
邸
)

へ
留
学
す
る
ア
マ
!
ス
ト
大
学
卒
業
生
が
増
加
し
た
。
こ
の
よ
う
に
彼
は
ア
マ

i
ス
ト
大
学
に
ゲ
ッ
テ
イ
ン
ゲ
ン
大
学
の
高
等
教
育
理

念
を
導
入
し
た
だ
け
で
な
く
、
両
校
の
学
術
的
関
係
を
密
接
に
し
た
。

保
障
さ
れ
た
。

ク
ラ

i
ク
は
他
に
植
物
学
の
研
究
と
学
生
へ
の
指
導
に
も
力
を
注
い
だ
。
彼
が
「
温
室
を
建
て
、
そ
こ
に
珍
し
い
植
物
を
集
め
て
い

(m) 
た
」
と

J
-
M
・
タ
イ
ラ
!

(
』
。
百
出

g
g
d
H
q
)
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
ク
ラ
!
ク
は
自
ら
も
植
物
学
へ
の
造
詣
を
深
め
て
い

た
。
ま
た
彼
は
一
八
五
二
年
よ
り
植
物
学
教
授
と
し
て
学
生
を
指
導
し
、
講
義
に
留
ま
ら
ず
学
生
達
を
植
物
罪
集
や
遠
足
へ
連
れ
て
行

札幌農学校建学の媛念23 



(
川
削
)

き
、
彼
の
植
物
学
へ
の
情
熱
を
学
生
に
注
ぎ
込
み
、
彼
等
の
興
味
を
喚
起
し
た
。
こ
の
よ
う
に
彼
は
実
物
教
育
及
び
開
発
主
義
教
育
を

通
じ
て
学
生
に
造
化
の
妙
理
を
悟
ら
せ
、
ま
た
学
生
の
肉
体
を
鍛
え
た
。

一
八
五
八
年
以
降
ク
ラ
l
ク
は
被
の
活
動
の
場
を
ア
マ

i
ス
ト
大
学
に
限
定
し
な
か
っ
た
。
彼
は
一
八
五
九
年
か
ら
六
一
年
ま
で
マ

24 調語文

年
か
ら
六

サ
チ
ュ
!
セ
ッ
ツ
州
農
業
委
員
会
で
当
時
農
業
の
高
等
教
青
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
た
農
業
界
の
リ
i
ダ
!
達
と
交
流
し
、

(
凶
)

年
ま
で
ハ
ン
プ
シ
ャ

l
農
業
協
会
会
長
を
務
め
、
農
業
及
び
農
業
教
育
に
額
倒
し
て
い
く
。

一
八
六
O

3d-
ロ閲

二
年
ま
で
「
人
々
が
今
ま
で
享
有
し
て
き
た
自
由
、
共
和
党
の
諸
機
関
、
最
良
の
政
府
を
守

(
凶
)

る
」
、
「
良
き
戦
士
と
し
て
の
全
て
の
義
務
を
来
た
す
」
た
め
に
マ
サ
チ
ュ

i
セ
ツ
ツ
第
一
一
一
義
勇
軍
連
隊
を
率
い
て
南
北
戦
争
に
参
加

(
凶
)

(
』
。
百
〉
・
〉
急
円
白
戸
、
)
が
ク
ラ
l
ク
を
「
賢
明
で
勇
敢
な
指
揮
者
」
と
褒
め
称
え
た
よ
う
に
、

途
中
ク
ラ
l
ク
は
一
八
六
一
年
か
ら

す
る
。
ボ
ス
ト
ン
知
事
ア
ン
ド
リ
ュ

i

ク
ラ
l
ク
の
率
い
る
義
勇
連
隊
は
隈
調
で
あ
っ
た
。
し
か
し

八
六
三
年
春
の
チ
ャ
ン
テ
ィ
リ
i
の
戦
い
で
披
の
連
隊
が
大
打
撃
を
受

ア
マ

i
ス
ト
大
学
に
一
決
っ
た
。
彼
は
そ
の
理
由
を
「
軍
隊
が
縮
小
し
た
こ
と
」
や
「
そ
の
よ

う
な
状
況
に
あ
る
箪
隊
に
所
属
し
て
い
る
よ
り
も
、
故
郷
に
い
る
ほ
う
が
よ
り
役
に
立

け
た
こ
と
を
契
機
に
被
は
戦
障
を
離
れ
、

と
し
て
し
て
い
る
。

ク
ラ
l
ク
は
退
役
後
ア
マ

l
ス
ト
大
学
に
戻
る
と
、
一
八
六
四
年
ア
マ

i
ス
ト
か
ら
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
議
会
上
院
議
員
に
選
出

(
泌
)

さ
れ
た
。
彼
は
そ
の
後
も
続
け
て
六
五
年
と
六
七
年
も
議
員
を
務
め
た
。
被
の
教
え
子
の
パ

i
ゲ
ス
が
退
役
以
降
の
ク
ラ
l
ク
を
「
ア

(

叩

)

(

泌

〉

マ
i
ス
ト
の
町
を
代
表
し
て
州
議
会
に
参
加
す
る
た
め
に
い
つ
も
授
業
を
休
講
に
し
」
た
「
政
治
家
で
あ
り
、
推
進
者
」
と
述
べ
て
い

る
よ
う
に
、
被
は
政
治
家
と
し
て
の
活
動
に
多
く
の
時
間
を
割
い
た
。
こ
の
よ
う
な
被
の
活
動
の
背
景
に
は
一
八
六
二
年
六
月
リ
ン
カ

i

ン
大
統
領
の
連
邦
政
府
で
可
決
さ
れ
た
「
農
業
お
よ
び
機
械
技
術
の
振
興
の
た
め
大
学
を
建
設
す
る
意
図
の
下
に
、
国
有
地
を
各
州
並

び
に
各
準
州
に
交
付
す
る
法
」
(
通
称
モ
リ
ル
法
玄
C
円
江
口
〉
2
)
の
存
在
が
あ
っ
た
。
こ
の
モ
リ
ル
法
は
「
他
の
科
学
や
古
典
の
科
目

を
絵
外
す
る
こ
と
な
く
、
家
事
教
練
を
含
め
、
農
業
と
機
械
技
術
に
関
連
す
る
犠
々
な
学
問
分
野
を
教
授
」
し
、
「
生
涯
の
仕
事
に
身

(
閉
山
)

を
霞
く
産
業
労
働
者
指
級
の
全
人
教
育
と
実
務
教
育
を
促
進
す
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
た
土
地
付
与
大
学

(
Z
E
B句
8
2
0
M
H
m
m
m
)

の



設
立
を
促
す
も
の
で
あ
り
、
彼
の
教
脊
思
想
を
ほ
ぼ
具
現
化
し
た
法
律
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
彼
が
そ
こ
に
自
ら
の
存
在
価
値
を
見
出
し
、

ア
マ

l
ス
ト
へ
の
農
科
大
学
誘
致
の
牽
引
車
役
と
し
て
活
動
し
た
こ
と
は
け
だ
し
自
然
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

ク
ラ
l
ク
の
ア
マ

l
ス
ト
大
学
教
授
時
代
を
総
括
す
れ
ば
、
彼
の
高
等
教
育
観
を
中
心
に
彼
の
教
育
思
想
と
り
わ
け
専
門
性

を
発
揮
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
彼
の
植
物
学
の
指
導
に
見
ら
れ
る
実
物
教
育
と
開
発
、
主
義
教
育
は
彼
の
教
育
思
想
を
具
体
化
す

る
彼
の
教
育
実
践
の
特
鍛
と
い
え
る
。
し
か
し
彼
は
あ
く
ま
で

以
上
、

学
科
の
教
授
で
あ
り
、
行
政
官
や
政
治
家
、
軍
人
等
の
活
動
を
主
と

し
て
い
た
。
さ
ら
に
ア
マ

l
ス
ト
大
学
は
典
型
的
な

g
R即
日
包
田
町
。
ロ
相
官
で
あ
っ
た
。
随
っ
て
彼
が
十
分
に
彼
の
教
育
思
想
に
基
づ
き

実
践
し
た
と
は
考
え
難
い
。
よ
っ
て
次
は
彼
の
教
育
思
想
を
よ
り
総
合
的
に
捉
え
る
た
め
に

M
A
C
学
長
と
し
て
の
彼
の
実
賎
を
考
察

し
て
い
く
。

四

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
農
科
大
学
の
教
育
理
念

ク
ラ
l
ク
は
一
八
六
七
年
八
月
、

M
A
C
理
事
会
に
よ
っ
て
第
二
一
代
学
長
に
選
出
さ
れ
、
実
践
の
湯
を
ア
マ

i
ス
ト
大
学
か
ら
同
じ

町
に
あ
る

M
A
C
へ
と
移
し
た
。

M
A
C
は
初
代
学
長
フ
レ
ン
チ
(
出

g
q
出
荷

m
F
g
n
F
一
八
一
一
一
一
1
八
五
年
)
〈
日
「
肉
体
の
鍛
錬
」
、
「
最
高
の
美
的
道
徳
的
教
養

を
兼
ね
備
え
た
精
神
の
最
高
の
閥
冶
」
、
「
科
学
的
、
実
際
的
な
農
業
経
営
者
」
の
育
成
を
大
学
の
日
的
と
し
た
よ
う
に
、
全
人
教
育
に

よ
る
人
間
形
成
と
専
門
教
育
に
よ
る
専
門
家
養
成
を
定
め
た
そ
リ
ル
法
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
実
業
高
等
教
育
機
関
で
あ
っ
た
。
し
か
し

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
大
学
(
者
言
印
刷
出
町
内
急
品
目
)
出
身
の
チ
ャ
ド
ボ
l
ン
(
宮
己
〉
ま
白
山
内
宮
島
c
c
g
p

一八一一一一一

1
八
三
年
)
が
第
二
代
(
問
)

に
「
理
知
的
で
、
完
全
な
教
養
あ
る
人
間
を
育
成
」
し
、
次
に
「
実
際
的
な
農
業
経
営
者
を
育
成
」

学
長
に
就
任
す
る
と
、
彼
は
第

す
る
、
全
人
教
育
を
基
礎
と
し
た
専
門
教
育
を
大
学
の
教
育
目
的
と
し
て
掲
げ
た
。
こ
の
チ
ャ
ド
ボ

i
ン
の
高
等
教
育
観
は
ク
ラ
l
ク

の
そ
れ
と
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
再
者
の
高
等
教
育
観
に
は
根
本
的
な
違
い
が
あ
り
、
そ
の

い
を
彼
等
が
作
成
し
た
カ
リ
キ
ユ
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一
八
六
七
年
及
び
六
九
年
の
ク
ラ

l
ク
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
農
業
を
よ
り
総
合
的
に
捉
え
、

あ
ら
ゆ
る
問
題
に
対
処
で
き
る
人
間
の
育
成
を
意
図
し
た
多
彩
な
農
業
関
連
科
目
が
挙
げ
ら
れ
、
ま
た
全
人
教
育
関
連
科
目
が
雄
弁
術
、

演
説
法
、
討
論
等
を
中
心
に
全
学
年
で
課
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
相
違
は
ク
ラ
i
ク
が

5
0邑
堅
田

grmm
だ

け
で
な
く
ド
イ
ツ
の
研
究
重
視
の
高
等
教
育
機
関
を
体
験
し
て
い
た
こ
と
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
第
四
期
生
リ
ビ

l

(
忠
問
問
問
。

5
E
E
5
1
が
ク
ラ
l
ク
の
教
育
を
「
体
系
的
な
学
習
に
よ
っ
て
精
神
を
発
達
さ
せ
」
、
「
若
者
に
自
然
法
則
を
教
え
」
、

「
あ
ら
ゆ
る
職
業
に
役
立
つ
事
実
や
原
理
を
身
に
付
け
」
、
「
実
用
的
な
知
識
を
用
い
て
以
前
は
軽
蔑
さ
れ
て
い
た
職
業
を
如
何
に
し
て

(
郎
)

魅
力
的
に
、
名
誉
あ
る
、
有
益
な
も
の
と
す
る
か
を
一
不
す
」
も
の
と
捉
え
て
い
る
こ
と
や
、
ク
ラ
l
ク
が
「
自
ら
の
専
門
に
つ
い
て
の

(
山
川
)

演
説
が
で
き
る
教
養
あ
る
農
場
経
営
者
」
を
目
指
し
た
こ
と
に
も
示
さ
れ
て
い
る
。

ラ
ム
に
見
て
取
れ
る
(
巻
末
資
料
2
)
0

ま
た
ク
ラ
i
ク
は
農
業
実
習
と
箪
事
教
練
を
学
生
に
課
し
て
い
る
。
農
業
実
習
は
「
農
場
や
果
樹
菌
の
全
て
の
仕
事
が
学
生
に
よ
っ

(

邸

)

(

邸

)

て
行
わ
れ
る
こ
と
が
実
用
的
で
あ
る
」
と
の
彼
の
考
え
に
基
づ
き
、
開
講
当
時
は
秋
学
期
に
眠
り
無
償
で
隔
日
二
時
間
、
一
八
六
九
年

(
閉
山
)

以
降
は
無
償
で
週
六
時
間
の
農
場
及
び
果
樹
園
で
の
作
業
が
学
生
に
課
さ
れ
た
。
そ
し
て
更
な
る
作
業
の
希
望
者
に
は
時
給
制
で
賃
金

(
悶
凶
)

を
払
っ
た
。
ク
ラ
l
ク
の
思
想
形
成
過
程
を
踏
ま
え
れ
ば
、
こ
れ
は
労
働
の
対
価
と
し
て
の
報
酬
の
錨
値
と
意
味
を
体
得
さ
せ
る
カ
ル

ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
職
業
観
に
基
づ
く
も
の
と
い
え
る
。
次
に
箪
事
教
練
は
モ
リ
ル
法
に
規
定
さ
れ
た
も
の
で
、
一
八
六
九
年
に
歩
兵
訓
練

(
m
m
)
 

か
ら
団
体
訓
練
、
そ
し
て
武
器
使
用
な
ど
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
組
み
込
ま
れ
た
。
ま
た
ク
ラ
i
ク
が
「
療
事
教
練
は
体
育
発
達
の
優
れ

(
問
問
)

た
手
段
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
軍
事
教
練
は
強
健
な
肉
体
の
形
成
を
も
兼
ね
て
い
た
。
農
業
実
習
も
ま
た
軍
事
教
練
と
開
じ
く
肉

体
を
行
寵
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
こ
れ
ら
の
科
目
が
四
年
間
に
亘
り
学
生
に
課
さ
れ
た
こ
と
は
、
彼
が
こ
れ
ら
の
科
目
を
理
論
と
実

践
の
統
一
の
み
な
ら
ず
全
人
教
育
の

角
を
担
う
体
育
を
行
う
も
の
と
し
て
重
視
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
え
る
。

以
上
に
加
え
て
ク
ラ
l
ク
は
知
育
、
体
育
と
共
に
宗
教
指
導
等
を
通
じ
て
学
生
へ
の
徳
育
を
行
っ
た
。

M
A
C
の
学
生
は
開
講
当
初

(
山
山
)

か
ら
日
曜
日
に
は
教
会
の
礼
拝
か
バ
イ
ブ
ル
ク
ラ
ス
へ
の
参
加
を
義
務
付
け
ら
れ
、
宗
教
指
導
を
受
け
て
き
た
。
し
か
し
当
時
間
大
学
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(ste--)が
「
日
曜
日
の
午
前
中
、
農
科
大
喧
が
寄
宿
舎
を
出

発
し
、
二
列
に
並
ん
で
ア
マ

i
ス
ト
大
学
の
古
い
教
会
に
行
進
し
」
、
「
そ
の
教
会
で
学
生
は
傍
聴
席
に
案
内
さ
れ
た
」
と
述
べ
て
い
る

(
郎
)

よ
う
に
、

M
A
C
の
学
生
は
ア
マ

l
ス
ト
大
学
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
・
チ
ャ
ペ
ル
で
礼
拝
を
行
い
、
宗
教
教
育
を
受
け
た
o
M
A
C
は
州
立

(
山
川
)

大
学
と
い
う
性
格
上
特
定
宗
派
の
教
義
の
指
導
を
禁
じ
て
い
た
が
、
ア
マ

l
ス
ト
大
学
に
あ
る
会
衆
派
教
会
の
ピ
ュ

l
リ
タ
ニ
ズ
ム
的

に
教
会
は
な
か
っ
た
た
め
、
第
一
期
生
カ
ズ
ウ
エ
ル

な
宗
教
的
雰
囲
気
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
ア
マ

l
ス
ト
大
学
の
影
響
は
学
生
に
よ
る
ワ
シ
ン
ト
ン
・

(

部

)

(

叫

山

)

ア
i
ピ
ン
グ
文
芸
協
会
(
垣
島
区
間

g
-
3
5
E
m吋
3
r
g
q
)
及
び
一
八
六
八
年
の
大
学
キ
リ
ス
ト
者
連
合

(C日
目
白
唱
の
ま
由
民
自

白
応
。
ロ
)
の
設
立
に
繋
が
っ
た
。
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ア
l
ピ
ン
グ
文
芸
協
会
は
ア
マ

l
ス
ト
大
学
の
影
響
を
考
え
る
と
、
良
き
市
民
の
宥

成
、
討
論
及
び
演
説
能
力
の
向
上
を
そ
の
目
的
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
大
学
キ
リ
ス
ト
者
連
合
は
学
生
の
自
治
組
織
で
あ

へ
m
m
)

り
、
そ
の
会
合
は
毎
週
土
曜
日
の
娩
に
開
催
さ
れ
、
学
生
達
は
聖
書
を
朗
読
し
、
讃
美
歌
を
歌
い
、
討
論
を
行
っ
た
。
そ
の
後
一
八
六

(
問
問
)

九
年
大
学
会
館
行
。
官
官
民
田
口
)
の
建
設
に
伴
い
そ
の
一
階
に
チ
ャ
ペ
ル
が
建
設
さ
れ
る
と
、
一
八
七
O
年
に
道
穂
哲
学
兼
心
理
学

(m) 

教
授
の
パ

i
カ
l
(
2
8ミ
者
-
H
M
S
J宮
同
)
が
宗
教
教
育
を
担
当
し
、
ク
ラ
l
ク
は
学
生
遠
に
パ

i
カ
!
の
教
会
礼
拝
と
バ
イ
ブ
ル
ク
ラ

ー
(
山
)

ス
へ
の
参
加
を
義
務
付
け
た
。
「
聖
書
は
全
て
の
宗
教
的
指
導
の
基
礎
」
で
あ
る
と
す
る
ク
ラ

i
ク
と
向
じ
く
、
パ

l
カ
i
は
「
全
て

(m) 

の
真
の
教
育
は
自
己
教
育
」
で
あ
り
、
学
生
自
ら
が
「
自
力
で
(
聖
書
の
)
ベ

i
ジ
や
章
の
本
質
を
見
出
す
」
こ
と
が
必
要
と
考
え
て

い
た
。
よ
っ
て
パ
!
カ

i
の
宗
教
教
育
は
学
生
自
ら
が
聖
書
の
真
理
を
見
出
し
、
そ
こ
に
自
ら
を
重
ね
合
わ
せ
、
自
己
啓
発
を
通
じ
て

学
生
遠
に
自
己
改
革
を
促
し
、
聖
書
中
心
主
義
の
ピ
ュ

l
リ
タ
ニ
ズ
ム
的
道
認
観
を
形
成
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
と
い

え
る
。

五

ク
ラ
i
ク
の
教
育
実
践
を
支
え
た
諸
婆
因

以
上
か
ら
ク
ラ
l
ク
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
全
体
や
宗
教
教
育
等
を
通
じ
て
彼
の
教
育
思
想
を
如
何
な
く
実
践
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ

27 札税農学校建学の理念



の
背
景
に
は
彼
が
全
権
を
握
る
学
長
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
が
、
他
に
も
重
要
な
要
国
が
あ
っ
た
。

一
つ
は
ス
ト
ッ
ク
ブ
リ
ッ

ジ
(
戸
四
三
∞
円
onw-刊
誌
円
四
明
白
)
、
グ
ツ
デ
ル

八
O
一
1
七
六
年
)
、
ゲ
ス
マ
ン

(
医
師
口
々
同
日
。
。
。
円
円
相
戸

一
八
三
九

1

九
O
五
年
)
、

ス
、
ネ
ル

(
開
ぴ
O
D
O
N
四
円
∞
向
。
ロ
明
言
柏
戸

28 講話

(
n
y
同
『
日
目
印
〉
・
。
C
2
5
8ロ
)
と
い
っ
た
草
創
期
の

M
A
Cを
支
え
た
優
秀
な
教
授
障
の
存
在
で
あ
る
。

(

山

)

(

閉

山

)

ス
ト
ッ
ク
ブ
リ
ッ
ジ
は
「
告
解
を
開
く
司
祭
(
笠
宮
町

gロ
r
g
aご
と
学
生
に
評
さ
れ
、
教
授
の
中
の
「
釣
り
合
い
の
輪
」
と
し
て
性

(
市
川
)

急
な
ク
一
フ
l
ク
に
冷
静
な
判
断
を
下
す
良
き
補
佐
役
で
あ
っ
た
。
次
に
グ
ツ
デ
ル
は
ク
ラ
!
ク
が
同
大
学
教
授
に
招
聴
し
た
彼
の
教
え

(
山
)

一
八
六
七
年
か
ら
六
九
年
ま
で
議
事
教
練
担
当
も
兼
ね
る
な
ど
、
同
大
学

文ささふ
良凋

子
で
あ
る
。
グ
ツ
デ
ル
は
開
講
以
来
現
代
語
教
授
を
務
め
、

の
教
授
不
足
を
補
う
有
能
な
教
授
で
あ
っ
た
。
ま
た
ス
ネ
ル
は
ア
マ

l
ス
ト
大
学
の
ク
ラ
i
ク
の
恩
師
で
、
間
僚
で
あ
り
、
両
大
学
の

関
係
を
密
接
に
し
た
。
最
後
に
ゲ
ス
マ
ン
は
ク
ラ

i
ク
の
ゲ
ツ
テ
イ
ン
ゲ
ン
大
学
留
学
時
の
友
人
で
あ
り
、
ヴ
ェ

i
ラ
l
教
授
に
認
め

ら
れ
、
五
年
間
関
大
学
で
分
析
化
学
と
有
機
化
学
の
講
義
を
担
当
し
た
優
れ
た
化
学
者
で
あ
っ
た
。

八
六
八
年
に
多
く
の
農
業
委
員
会
に
よ
り
六
つ
の
奨
学
金
制
度
が

(的〉

年
に
は
大
学
対
抗
レ
ガ
ッ
タ
で
ハ

i
ヴ
ァ

I
ド
大
学
と
ボ
ス
ト
ン
大
学
に
勝
利
し
て
擾
勝
し
、

M
M
A
C
の
名
前

を
ア
メ
リ
カ
全
土
に
知
ら
し
め
た
。
ま
た
ク
ラ

i
ク
は
一
八
七
三
年
に
「
植
物
の
樹
液
の
循
環
」
、
七
四
年
に
「
成
長
過
程
の
植
物
の

(
剛
山
)

膨
張
力
の
測
定
」
な
ど
の
当
時
最
先
端
の
研
究
論
文
を
発
表
し
、
特
に
「
植
物
の
樹
液
の
循
環
」
は
当
時
の
農
業
教
育
の
権
威
で
あ
っ

次
に
二
つ
め
は

M
A
C
の
順
調
な
発
展
で
あ
る
。

M
A
C
で
は

(
郎
)

設
け
ら
れ
、

}¥ 

七

た
ハ

l
ヴ
ァ

i
ド
大
学
の
ア
ガ
シ

l
ズ

(
F
2
2
〉
抽
出
出
田
町
)
教
授
に
コ
」
の
よ
う
な
論
文
を
作
り
出
し
た
こ
と
は
、
そ
の
大
学
が
費
や

(
山
山
)

し
た
全
て
の
も
の
に
相
当
す
る
十
分
な
見
返
り
で
あ
っ
た
」
と
の
高
い
賞
賛
を
受
け
た
。
こ
の
よ
う
な

M
A
C
の
発
展
に
対
し
て
当
時

の
ア
マ

i
ス
ト
の
池
方
新
需
(
み
遺
言
ミ

F
Sミ
)
が
「
大
学
の
最
も
心
優
し
い
友
人
達
が
楽
観
的
に
予
期
し
て
い
た
こ
と
さ
え
遥
か

〈
刷
出
〉

に
上
関
る
」
成
来
を
あ
げ
た
と
い
う
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
こ
と
は
ア
マ

i
ス
ト
の
人
々
が

M
A
C
と
ク
ラ

i
ク
を
高
く
評
価
し
て
い

た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
最
も
重
要
な
要
国
は
ク
ラ
i
ク
の
人
間
性
と
彼
の
擾
れ
た
教
育
者
と
し
て
の
資
質
で
あ
る
。
大
学
対
抗
レ
ガ
ッ
タ
で

M
A
C



の
学
生
が
勝
利
し
た
時
、
彼
が

i
ル
を
漕
ぐ
学
生
と
並
走
し
て
興
奮
し
て
水
の
中
に
落
ち
、
勝
利
し
た
乗
り
手
た
ち
が
観
客
席
へ

々
と
行
進
す
る
中
で
か
す
れ
た
声
で
叫
ん
で
い
た
あ
の
日
と
、
夜
九
時
半
頃
彼
が
急
い
で
馬
を
走
ら
せ
、
馬
が
泡
を
吹
い
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
官
民
科
・
生
均
勝
っ
た
!
』
(
メ
mmF町
田

E
5
5ロ
セ
)
と
連
呼
し
な
が
ら
町
へ
駆
け
込
ん
で
き
た
そ
の
日
の
夜
を
忘
れ

る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
グ
ツ
デ
ル
の
述
懐
は
ク
ラ
l
ク
が
学
生
と
喜
び
を
分
か
ち
合
う
教
育
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す

(
山
出
)

も
の
で
あ
る
。
ま
た
彼
は
学
生
に
デ
モ
ク
一
フ
シ

i
社
会
の
市
民
の
資
質
の
重
要
性
を
説
き
聞
か
せ
た
。
第
三
期
生
ベ
ン
ハ
ロ
ー
が
「
彼

の
生
き
た
手
本
と
し
て
の
影
響
力
は
彼
の
学
生
に
と
っ
て
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
恩
恵
を
与
え
、
話
し
言
葉
以
上
に
一
層
偉
大
な
価
値
が

(
部
)

あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
ク
ラ

l
ク
は
市
民
的
資
質
を
言
葉
で
は
な
く
自
ら
率
先
垂
範
し
て
学
生
達
に
伝
え
た
。
ま
た
彼
は

に
植
物
学
を
通
じ
て
学
生
の
興
味
を
喚
起
す
る
開
発
主
義
教
育
と
実
物
教
育
を
行
っ
た
。
彼
が
「
彼
の
指
導
を
通
じ
て
、
学
生
を
刺

(
附
)

激
し
、
彼
等
が
一
層
科
学
的
に
発
達
す
る
た
め
に
必
要
な
熱
烈
な
興
味
と
知
的
好
奇
心
を
喚
起
し
た
」
と
い
う
第
一
期
生
ボ
ウ
カ

l

(者
5
5
5
同

gqMWO三
島
)
の
述
懐
、
「
自
然
を
情
熱
的
に
愛
す
る
彼
は
他
人
に
同
じ
よ
う
な
情
熱
を
喚
起
さ
せ
る
稀
な
能
力
を
持
」

(

邸

)

(

獄

)

ち
、
「
喜
、
び
を
持
っ
て
エ
デ
ン
を
追
求
」
し
、
「
講
義
室
に
彼
自
身
の
経
験
に
基
づ
い
て
蓄
え
た
情
報
や
彼
を
と
て
も
楽
し
い
友
人
と

(
剛
山
)

感
じ
さ
せ
る
人
を
引
き
付
け
る
力
を
も
ち
こ
み
、
彼
と
接
し
た
全
て
の
人
々
の
興
味
を
必
ず
刺
激
し
喚
起
し
た
」
と
い
う
グ
ツ
デ
ル
の

述
懐
中
に
見
て
取
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
ク
ラ
i
ク
は
学
生
に
非
常
に
近
い
存
在
と
し
て
深
き
愛
情
を
も
っ
て
学
生
と
接
し
、
彼
等
に
多

大
の
学
問
的
人
格
的
影
響
を
与
え
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
要
国
を
有
し

M
A
C
は
順
調
な
発
展
を
見
せ
る
。
し
か
し
突
然
の
財
政
危
機
が
そ
の
発
展
を
妨
げ
た
。
当
初
M
A
C
の

運
営
資
金
は
土
地
供
与
の
基
金
か
ら
の
税
収
入
、
学
生
の
授
業
料
、
そ
し
て
大
学
の
農
場
生
産
物
の
収
入
に
よ
っ
て
賄
う
と
さ
れ
て
い

へ
別
)た
が
、
実
際
は
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
か
ら
の
資
金
援
助
無
し
で
は
大
学
運
営
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め

M
A
C
は
一
八
六
七

年
以
昨
州
か
ら
資
金
提
供
を
受
け
て
き
た
。
し
か
し
、

(
別
)

決
議
さ
れ
る
と
、
財
政
状
況
は
一
変
し
た
。
ク
ラ

i
ク
は
こ
の
決
議
、
が
M
A
C
に
つ
い
て
よ
く
知
ら
な
い
議
員
や
農
業
教
育
を
環
解
し

一
八
七
O
年
州
の
資
金
提
供
打
切
り
が
マ
サ
チ
ュ

i
セ
ツ
ツ
州
議
会
に
お
い
て

札幌農学校建学の理念29 



て
い
な
い
議
員
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
同
大
学
の
教
育
は
農
業
経
営
者
の
息
子
に
興
味
を
与
え
、
そ
の
娘
に
利
益
を
も
た

(
脱
)

ら
す
も
の
で
あ
る
と
反
論
し
た
。
し
か
し
彼
の
反
論
に
対
し
て
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
が
具
体
的
な
行
動
を
起
こ
す
こ
と
は
な
く
、

M

(
m
m
)
 

A
C
で
は
七
三
年
か
ら
学
生
数
が
減
少
し
始
め
、
七
四
年
以
降
新
た
な
発
展
は
見
ら
れ
ず
、
深
刻
な
財
政
危
機
に
見
舞
わ
れ
た
。

以
上
、
ク
ラ
!
ク
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
教
育
実
践
を
総
括
す
れ
ば
、
彼
が
彼
の
人
間
性
、
社
会
性
、
宗
教
教
管
、
実
物
教
育
、
開

30 編文論

発
主
義
教
育
等
を
通
じ
て
、
円
満
な
人
格
を
備
え
た
人
間
に
専
門
性
を
育
成
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
ピ
ュ

l
リ
タ
ニ

ズ
ム
及
び
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
基
調
と
し
た
知
・
徳
・
体
の
調
和
と
れ
た
人
間
の
育
成
が
彼
の
教
育
思
想
の
特
徴
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の

教
脊
を
真
に
意
義
あ
る
も
の
と
さ
せ
る
た
め
に
キ
リ
ス
ト
教
は
絶
対
不
可
欠
な
要
素
で
あ
っ
た
。
以
上
を
踏
ま
え
た
上
で
次
章
で
札
幌

農
学
校
に
お
け
る
ク
ラ

l
ク
の
教
育
思
想
及
び
そ
の
実
践
を
捉
え
る
こ
と
と
す
る
。

ク
ラ
1
ク
と
札
幌
農
学
校
ー
ー
ー
ク
ラ

1
ク
の
目
指
し
た
人
間
像
|
|

本
意
で
は
前
章
の
考
察
を
踏
ま
え
て
、
札
幌
農
学
校
に
お
け
る
ク
ラ

i
ク
の
実
践
を
捉
え
痕
し
、
同
校
で
彼
が
目
指
し
た
人
間
像
を

考
察
す
る
。

一
一
一
一
札
暢
農
学
技
に
お
け
る
ク
ラ

i
ク
の
教
育
実
銭
i
lー
キ
リ
ス
ト
教
と
企
人
教
育
を
中
心
に

i
i
l

札
幌
到
藷
以
降
、
ク
ラ

i
ク
は
開
拓
使
の
顧
問
と
し
て
忙
し
い
毎
日
を
過
ご
し
た
。
彼
は
自
ら
の
専
門
性
を
持
っ
て
札
幌
農
学
校
の

(
刷
出
)

付
高
農
園
の
整
備
や
酪
農
や
農
作
物
、
と
り
わ
け
甜
菜
の
栽
培
に
力
を
入
れ
、
北
海
道
農
業
の
発
展
に
貢
献
し
、
帰
国
後
も
開
拓
使
の

(
印
刷
)

要
請
に
応
え
、
任
期
が
解
か
れ
で
も
な
お
日
本
の
た
め
に
尽
力
し
た
。

一
方
で
彼
は
実
貿
的
学
長
と
し
て
同
校
の
学
問
的
制
度
的
整
備



に
尽
力
し
た
。
な
か
で
も
彼
の
学
生
へ
の
教
化
は
伺
校
を
特
色
付
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ク
ラ
i
ク
が
札
幌
農
学
校
で
目
指
し
た
も
の
は
円
満
に
発
達
し
た
人
搭
と
教
養
を
備
え
た
、
北
辺
の
守
備
と
開
拓
の
指
導
者
た
る
人

物
の
育
成
ゼ
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
で
の
彼
の
教
育
実
践
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
そ
の
人
格
と
教
養
は
知
・
徳
・
体
の
鵠
和
的
な
発
展
を
全

人
教
育
に
よ
っ
て
期
す
も
の
で
あ
り
、
大
前
提
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
の
感
化
が
あ
る
。
よ
っ
て
ク
ラ

1
ク
の
教
育
実
践
の
主
要
構
成
要

素
は
キ
リ
ス
ト
教
と
全
人
教
育
で
あ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
開
校
に
お
け
る
彼
の
教
育
実
践
を
捉
え
霞
す
と
各
所
で
彼
の
人
格
及
び
教

養
形
成
の
理
念
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
か
ら
ク
ラ

i
ク
の
全
人
教
育
の
影
響
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
の
全
人
教
育
と
は
導
門
に
片
寄
ら
ず
、

対
象
を
多
角
的
に
捉
え
、
自
己
の
良
心
に
従
っ
て
決
断
し
実
行
す
る
こ
と
の
で
き
る
人
間
を
育
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
か
で
も
彼
が

雄
弁
術
等
を
重
視
し
た
の
は
キ
ケ
ロ
の
よ
う
に
全
て
の
学
問
を
統
一
す
る
も
の
が
雄
弁
術
と
捉
え
て
い
た
こ
と
を
一
不
す
も
の
で
あ
る
。(
鴻
)

こ
の
雄
弁
術
、
謀
説
法
等
を
学
び
実
践
す
る
有
益
な
場
と
さ
れ
た
の
が
開
識
社
で
あ
っ
た
。
関
識
社
は
ク
ラ

l
ク
の
指
導
の
も
と
に

(
期
)

一
八
七
六
(
明
治
九
)
年
十
一
月
に
設
立
さ
れ
た
文
芸
協
会
で
、
「
会
員
の
文
体
と
演
説
を
進
歩
さ
せ
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
、
英
語

(
別
)

及
び
日
本
語
を
用
い
て
朗
読
、
演
説
、
作
文
、
討
論
を
中
心
に
活
動
し
た
学
生
の
自
治
組
織
で
あ
る
。
そ
の
活
動
内
容
か
ら
開
識
社
は

ア
マ

i
ス
ト
大
学
の
文
芸
協
会
や

M
A
C
の
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ア
1
ピ
ン
グ
文
芸
協
会
と
同
様
に
文
明
国
家
の
良
き
市
誌
の
資
質
を
育
成

し
、
全
人
教
育
の

環
と
し
て
学
生
の
人
格
的
学
問
的
陶
冶
の
重
要
な
場
を
提
供
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
で
各
学
年
で
必
修
と
さ
れ
て
い
る
軍
事
教
練
と
農
業
実
習
に
も
そ
れ
ら
自
身
の
教
育
目
的
以
外
に
全
人
教

育
の
一
翼
を
担
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
軍
事
教
練
が
実
際
に
開
始
さ
れ
た
の
は
演
武
場
落
成
後
の
一
八
七
八
(
明
治
一
一
)
年
十

(
m
m
)
 

一
一
月
で
あ
る
が
、
ク
ラ

i
ク
は
北
海
道
で
軍
務
に
就
く
指
導
者
の
育
成
だ
け
で
な
く
肉
体
の
鍛
錬
に
よ
る
体
育
も
目
指
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。
次
に
農
業
実
習
は

M
A
C
と
同
様
に
理
論
と
実
践
の
統
一
を
目
的
と
し
て
い
た
。
学
生
は
週
二
回
各
二
一
時
間
の
農
業
実
習
を
諜

さ
れ
、
排
水
溝
の
掘
削
な
ど
の
肉
体
労
働
、
播
種
や
刈
取
な
ど
の
農
作
業
、
曲
民
間
管
理
方
法
の
伝
習
、
試
験
栽
培
を
行
い
、
さ
ら
に
実

札幌農学校建学の現念31 



(
捌
)

習
一
時
間
に
つ
き
五
銭
が
支
払
わ
れ
た
。
こ
れ
は
肉
体
労
働
を
卑
し
い
も
の
と
す
る
当
時
の
学
生
に
勤
労
の
背
慣
を
養
い
、
労
働
の
対

Fm」

価
と
し
て
の
報
酬
の
正
当
性
を
理
解
さ
せ
る
と
再
時
に
、
ク
ラ
l
ク
が
労
働
報
酬
の
使
途
を
重
視
す
る
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
職
業
観
に

基
づ
い
て
勤
労
の
精
神
を
培
、
っ
と
共
に
、
肉
体
を
鍛
錬
す
る
こ
と
も
意
図
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
ク
ラ
i
ク
は
全
人
教
育
を
行
っ
て
き
た
。
そ
し
て
彼
の
全
人
教
育
と
車
の
再
輪
の
如
く
調
和
を
保
ち
互
い
の
影
響

力
を
真
な
ら
し
め
た
も
の
が
キ
リ
ス
ト
教
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
以
下
で
は
彼
の
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
る
人
格
的
道
徳
的
拘
冶
を
見
て
い
く
。

ク
ラ

i
ク
の
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
る
感
化
の
先
駆
け
は
札
幌
農
学
校
の
開
校
式
直
後
に
彼
が
学
生
に
伝
え
た
「
紳
士
で
あ
れ
!
面
白

(m) 

。g円一
mgg一
)
」
と
い
う
訓
辞
で
あ
っ
た
。
こ
の
訓
辞
は
厳
し
い
規
制
で
は
「
人
簡
を
作
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
す
る
ク
ラ

i
ク
の

人
閤
形
成
重
視
の
教
育
思
想
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
期
生
大
島
正
健
が
、
ク
ラ
l
ク
が
翌
日
か
ら
学
生
を
紳
士
と
し

(
紛
)

て
扱
い
粗
暴
な
学
生
に
も
自
尊
心
を
持
た
せ
た
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
訓
辞
は
学
生
の
開
に
浸
透
し
て
い
く
。
彼
は
学
生
を
規

則
で
縛
る
の
で
は
な
く
、
被
等
の
道
徳
性
を
陶
冶
し
、
彼
等
自
身
を
律
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
。

(
似
)

そ
し
て
ク
ラ
l
ク
は
横
浜
で
学
生
用
に
購
入
し
た
聖
書
三
O
櫛
の
使
用
を
決
意
す
る
。
し
か
し
日
本
で
は
一
八
七
三
(
明
治
六
)
年

キ
リ
ス
ト
教
禁
制
の
高
札
が
国
際
関
係
上
撤
去
さ
れ
た
と
は
い
え
、
教
育
機
関
で
の
キ
リ
ス
ト
教
の
教
授
は
厳
禁
で
あ
っ
た
。
し
か
し

開
拓
使
長
官
黒
田
清
盛
の
理
解
に
よ
り
聖
書
の
使
用
が
黙
認
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
開
校
式
直
前
の
八
月
初
勾
石
狩
川
視
察
の
襟
に

(
紡
)

黒
田
は
ク
ラ
i
ク
と
宗
教
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
し
て
い
る
。
そ
の
時
ク
ラ
l
ク
は
「
翠
書
は
本
の
中
で
最
良
の
も
の
」
と
説
得
す

(
紛
)

る
が
、
黒
田
は
「
公
に
聖
書
を
読
ん
だ
り
、
学
生
が
個
人
的
に
使
用
す
る
た
め
に
聖
書
を
与
え
て
は
い
け
な
い
」
と
頑
な
に
政
府
の
役

(
加
)

人
の
立
場
を
堅
持
し
た
。
し
か
し
黒
田
は
こ
の
議
論
の
一
カ
月
後
に
ク
ラ
l
ク
に
会
い
、
学
生
へ
の
徳
育
を
求
め
て
い
る
。
こ
れ
に
対

(
蹴
)

し
ク
ラ
i
ク
は
学
生
へ
の
諒
育
は
「
常
に
聖
書
に
言
及
し
な
け
れ
ば
で
き
な
い
」
と
彼
の
信
念
を
貫
い
た
。
そ
し
て
翌

E
黒
田
は
ク
ラ
l

の
使
用
を
黙
認
し
た
。

こ
の
よ
う
に
黒
田
が
キ
リ
ス
ト
教
に
対
し
柔
軟
な
考
え
を
示
し
た
背
景
と
し
て
一

ク
の

つ
が
考
え
ら
れ
る
。

一
つ
は
学
生
の
徳
育
問
題
で
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(
抑
)

あ
る
。
開
拓
使
仮
学
校
は
一
八
七
三
年
三
月
財
政
的
な
問
題
や
学
生
の
不
道
徳
な
行
為
が
原
因
で
一
時
間
校
に
な
っ
た
。
ま
た
札
幌
農

学
校
第
一
期
生
が
玄
武
丸
で
札
幌
へ
向
か
う
途
中
で
女
工
に
割
り
当
て
ら
れ
た
一
等
船
室
の
真
一
上
の
甲
板
を
踏
み
鳴
ら
し
て
放
歌
高
吟

(
仰
)

し
た
事
件
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
不
道
徳
な
学
生
の
徳
育
問
題
が
黒
田
の
胸
中
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
も
う

つ
は
黒
田
の
西
欧

文
明
へ
の
理
解
で
あ
る
。
黒
田
は
開
明
的
な
薩
摩
藩
の
出
身
で
あ
り
、
薩
英
戦
争
で
西
欧
文
明
留
と
日
本
の
国
力
の
差
を
痛
感
し
た
。

ま
た
彼
は
一
八
七
一
(
明
治
四
)
年
米
放
を
訪
問
後
欧
米
諸
国
を
範
と
し
て
、
北
海
道
の
総
合
的
な
近
代
化
を
推
進
す
べ
く
彼
独
自
の

人
材
育
成
の
政
策
を
展
開
さ
せ
た
。
さ
ら
に
彼
は
札
幌
農
学
校
開
校
式
の
式
辞
で
「
徒
ニ
慣
習
ニ
閣
の
シ
格
致
ノ
学
ヲ
講
ジ
テ
以
テ
之

ヲ
開
明
推
広
ス
ル
能
ハ
、
ザ
ル
ヲ
以
テ
終
ニ
其
進
歩
ノ
効
ヲ
見
ズ
」
、
「
農
学
校
ヲ
設
ケ
教
師
ヲ
海
外
ニ
稗
シ
英
ヲ
育
シ
蒙
ヲ
啓
キ
以
テ
農

(
出
)

学
ノ
面
目
ヲ
一
新
セ
ン
ト
欲
ス
」
と
西
洋
文
明
の
摂
取
に
積
極
的
な
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
彼
は
西
洋
文
明
の
有
馬
性
を

重
視
し
、
且
っ
そ
の
思
想
的
背
景
に
対
し
て
も
寛
容
な
姿
勢
を
持
っ
て
い
た
。
よ
っ
て
黒
田
の
簡
明
的
な
思
想
や
西
洋
文
明
へ
の
柔
軟

な
姿
勢
が
ク
ラ
i
ク
の
キ
リ
ス
ト
教
に
基
づ
く
教
育
実
践
を
黙
認
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ク
ラ
i
ク
の
書
簡
か
ら
判
断
す
る
と
、
彼
が
札
幌
農
学
校
で

よ
る
キ
リ
ス
ト
教
の
指
導
を
開
始
し
た
の
は
一
八
七
六
年
十
一

(
幻
)

月
中
旬
頃
か
ら
で
あ
る
。
聖
書
解
禁
以
持
、
彼
は
主
に
日
曜
学
校
と
い
う
形
で
、
祈
り
と
聖
書
を
中
心
と
す
る
指
導
を
行
っ
た
。
彼
は

(
仰
)

聖
書
の
良
い
節
を
選
び
学
生
に
覚
え
さ
せ
、
ま
た
学
生
に
聖
書
か
ら
節
を
選
ば
せ
、
そ
れ
が
良
い
節
で
あ
れ
ば
彼
は
惜
し
み
な
い
賞
賛

(
出
)

を
与
え
た
。
大
島
が
「
私
達
は
先
生
の
高
い
評
価
を
受
け
る
た
め
に
聖
書
の
良
い
節
を
何
度
も
探
し
」
、
「
徐
々
に
聖
書
の
専
門
用
語
に

の
知
識
に
親
し
み
、
そ
し
て
そ
の
知
識
を
増
や
し
て
い
」
つ

慣
れ
、
か
す
か
に
そ
の
意
味
を
理
解
す
る
よ
う
に
な
」
り
、

(
お
)

た
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
ク
ラ
l
ク
は
開
発
主
義
教
育
を
通
じ
て
学
生
自
ら
が
聖
書
を
通
じ
て
信
仰
を
深
め
さ
せ
て
い
っ
た
。
ま
た

学
生
が
聖
書
の
教
義
上
の
難
問
の
説
明
を
求
め
た
時
、
ク
ラ
i
ク
は
「
聖
書
に
あ
る
生
活
に
お
い
て
学
ぶ
べ
き
重
要
な
こ
、

(
悩
)

い
、
実
践
し
な
さ
い
」
と
述
べ
、
教
義
に
拘
る
こ
と
な
く

，刀

「
私
達
は

の
大
学
で
、
救
い
へ
と
導
く
唯
一
の
毒
物
で
あ
る

に
「
従

の
真
理
を
実
践
す
る
こ
と
を
重
視
し
た
。
第
一
期
生
内
田
瀞

(
仰
)

の
真
理
を
求
め
得
た
の
は
、
あ
な
た
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
す
」
と
述
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(
別
)

べ
て
い
る
こ
と
に
も
同
様
の
こ
と
が
窺
え
る
。
さ
ら
に
ク
ラ
i
ク
は
自
ら
も
聖
書
を
熱
心
に
読
み
、
聖
書
は
「
最
も
す
ば
ら
し
い
本
」

(
約
)

で
あ
り
「
私
が
そ
れ
を
読
め
ば
必
ず
何
か
新
た
な
真
実
を
そ
の
中
に
見
つ
け
出
す
」
と
学
生
に
述
べ
、
自
ら
も
率
先
垂
範
し
て

の

34 編

真
理
を
見
出
し
、
神
の
読
で
全
て
の
人
間
が
等
し
く
学
ぶ
者
で
あ
る
こ
と
を
体
現
し
た
。
こ
う
し
た
「
持
に
命
令
的
で
時
に
父
が
子
ど

(

阿

川

)

も
に
語
り
か
け
る
よ
う
に
説
き
聞
か
せ
る
」
ク
ラ
i
ク
の
指
導
に
よ
っ
て
、
学
生
は
キ
リ
ス
ト
教
に
「
心
か
ら
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ

(m) 

て
い
っ
た
。

文
為

員制

感
覚
で
近
づ
い
」

ク
ラ
i
ク
は
日
曜
学
校
と
並
行
し
て
他
に
も
学
生
に
様
々
な
キ
リ
ス
ト
教
の
指
導
を
行
っ
た
。

十
八
日
、
彼
(
泌
)

ア
ル
コ

i
ル
飲
料
の
使
用
を
禁
じ
、
ま
た
賭
け
事
、
神
を
冒
涜
す
る
一
言
葉
を
禁
じ
る
」

一
八
七
六
年
十
一
月

は
学
生
と
共
に
「
薬
用
を
除
き
阿
片
、
煙
草
、

こ
と
を
内
容
と
す
る
「
禁
酒
禁
煙
の
誓
約
(
門
m
g℃
2
8
8
1
a
m
m
)
」
に
署
名
し
た
。
こ
の
誓
約
の
内
容
は
ク
ラ

l
ク
が
ア
マ

l
ス
ト

大
学
学
生
時
代
に
所
属
し
た
〉
口
氏

5
5
5
B
∞2
w
q
や
ア
メ
リ
カ
禁
酒
協
会
の
誓
約
の
文
章
内
容
と
酷
似
し
て
お
り
、
彼
が

道
徳
規
範
と
し
て
穣
極
的
な
禁
欲
的
生
活
を
実
施
す
る
ピ
ュ

i
リ
タ
ン
と
し
て
の
生
き
方
を
学
生
に
求
め
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

ク
ラ
l
ク
は
俄
に
も
学
生
達
を
よ
く
遠
足
に
連
れ
て
行
き
、
植
物
学
や
鉱
物
学
の
標
本
の
採
集
を
行
つ

)
れ
は
学
生
へ
の
実
物

教
育
と
し
て
彼
が
ア
マ

l
ス
ト
大
学
や
M
M
A
C
で
実
践
し
た
も
の
で
あ
る
。
彼
が
標
本
採
集
を
「
キ
リ
ス
ト
者
の
活
動
宿
区
往
信

(
邸
)

君
。
門
付
)
」
と
位
壁
付
け
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
活
動
は
神
の
前
で
全
て
の
人
間
同
が
等
し
く
学
ぶ
者
で
あ
る
こ
と
を
体
現
し
、
造
化
の
妙

理
を
探
究
す
る
彼
の
学
問
観
を
学
生
に
伝
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
つ
の
例
が
一
八
七
七
(
明
治
一

O
)
年
一
月
三
十
日
彼
が
学

(

部

)

(

邸

)

生
と
共
に
行
っ
た
手
稲
山
の
雪
中
登
山
で
あ
る
。
こ
の
登
山
は
地
衣
類
の
採
集
と
学
生
の
勇
気
の
鼓
舞
及
び
身
体
の
鍛
錬
が
目
的
と
さ

れ
て
い
た
。
手
稲
山
頂
上
附
近
に
ク
ラ
l
ク
一
行
が
さ
し
か
か
っ
た
時
、
彼
は
第
一
期
生
で
最
も
長
身
の
黒
岩
田
方
之
進
を
呼
び
寄
せ
、

(
釘
)

土
足
で
自
分
の
背
中
に
乗
せ
て
小
高
い
木
の
上
に
あ
る
地
衣
類
を
取
ら
せ
た
。
こ
の
ク
ラ

i
ク
の
行
動
は
「
三
尺
下
が
っ
て
師
の
影
を

踏
ま
ず
」
の
鵠
教
的
雰
囲
気
の
中
で
人
格
を
形
成
し
て
き
た
当
時
の
学
生
に
は
理
解
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
神
が
創
っ

た
偉
大
な
る
ム
自
然
を
学
生
と
共
に
探
究
し
よ
う
と
す
る
ク
ラ
!
ク
に
と
っ
て
は
自
然
の
行
為
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
ク
ラ
i
ク
の
態
度



が
一
言
葉
以
上
に
学
生
を
感
化
し
た
と
い
え
る
。
ま
た
ク
ラ

i
ク
は
帰
途
列
の
最
後
尾
を
務
め
、
疲
れ
果
て
た
学
生
に
は
馬
を
一
厚
つ
な
ど
、

(
泌
)

一
人
の
落
伍
者
も
出
す
こ
と
な
く
学
生
全
員
を
寮
へ
と
連
れ
帰
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
学
生
を
気
遣
う
優
し
さ
や
深
い
愛
情
も
ま
た
学
生

が
ク
ラ
i
ク
を
信
頼
し
、
彼
の
教
え
を
純
粋
に
受
け
入
れ
て
い
く
重
要
な
要
因
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

こ
う
し
た
ク
ラ
i
ク
の
キ
リ
ス
ト
教
の
指
導
は
一
八
七
七
年
三
月
三
日
、
彼
が
日
本
を
発
つ
約
一
カ
月
前
に
「
イ
エ
ス
を
信
ず
る
者

の
誓
約
(
向
。
Z
E
2
0内
凶
開
口

2
0
2
5
M
m富
田
)
」
と
い
う
形
で
結
実
す
る
。
こ
の
誓
約
は
学
生
が
「
神
か
ら
人
間
へ
の
言
葉
に
よ
る
唯

(m) 

一
で
薩
接
の
啓
示
ん
、
「
完
全
な
絶
対
に
正
し
い
導
き
」
で
あ
る
聖
書
に
基
づ
く
ピ
ュ

l
リ
タ
ニ
ズ
ム
的
道
徳
観
を
確
立
し
、
以
時
そ
の

道
徳
に
基
づ
い
て
生
き
る
こ
と
を
ク
ラ
l
ク
と
共
に
誓
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
神
の
も
と
で
生
き
る
人
間
と
し
て
彼
と
学
生
の
生

瀧
の
終
を
結
ぶ
一
つ
の
形
で
も
あ
っ
た
。

以
上
を
総
括
す
れ
ば
ク
ラ
i
ク
の
学
生
へ
の
宗
教
指
導
は
聖
書
指
導
だ
け
で
な
く
、
彼
の
造
化
の
妙
理
を
探
究
す
る
学
問
観
に
基
づ

く
指
導
で
あ
り
、
実
物
教
育
、
開
発
主
義
教
育
、
率
先
垂
範
に
よ
る
生
活
全
体
を
通
し
て
の
総
合
的
な
キ
リ
ス
ト
教
理
解
で
あ
り
、
信

仰
へ
の
導
き
で
あ
り
、
加
え
て
彼
の
民
族
を
越
え
た
深
い
愛
情
が
学
生
の
キ
リ
ス
ト
教
を
深
化
さ
せ
た
と
い
え
よ
う
。

ク
ラ
!
ク
が
闘
指
し
た
人
間
像

こ
の
よ
う
に
ク
ラ
i
ク
は
札
親
農
学
校
に
キ
リ
ス
ト
教
と
全
人
教
育
を
導
入
し
、
実
践
し
て
き
た
。
そ
の
実
践
は
と
り
わ
け
彼
の

M

一一一
l
j
ニ

A
C
で
の
実
践
と
類
叙
し
て
お
り
、
そ
れ
は
彼
の
文
明
史
観
が
大
き
く
作
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
被
は

M
A
C
で
「
教
養
あ
る
農
場

経
営
者
」
の
育
成
を
目
指
し
て
い
た
。
こ
れ
は
彼
が
そ
れ
ま
で
軽
視
さ
れ
て
い
た
農
場
経
営
者
も
ま
た
一
国
を
支
え
る
教
養
あ
る
人
間

(
初
)

で
あ
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
ま
た
彼
は
白
木
の
封
建
時
代
を
「
身
分
制
度
と
慣
習
の
虐
政
」
と
捉
え
、
ま
た
封
建

〈
初
)

体
制
崩
壊
後
の
人
々
を
「
奇
妙
な
半
開
状
態
」
と
捉
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
彼
は
日
本
の
実
態
を
文
明
史
観
で
半
開
と
捉
え
、
札
幌
農

学
校
に
お
い
て
も
ア
メ
リ
カ
の
農
業
経
営
者
と
同
様
に
文
明
白
家
を
支
え
る
丹
満
な
人
格
と
教
養
を
備
え
た
人
間
を
育
成
す
る
キ
リ
ス

札幌農学校建学の理念:35 



ト
教
と
全
人
教
育
の
必
要
性
を
痛
感
し
、
こ
れ
ら
を
同
校
に
導
入
し
た
と
い
え
る
。
彼
が
開
校
式
で
「
教
育
を
受
け
る
全
て
の
学
生
の

(
伐
)

胸
中
に
崇
高
な
る
志

(
M
O
S
Sを
き
ロ
)
を
喚
起
す
る
べ
き
だ
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
に
も
窺
え
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
ク
ラ

i
ク
は
札
幌
農
学
校
に
キ
リ
ス
ト
教
と
全
人
教
育
を
導
入
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
系
譜
を
辿
る
と

彼
が
最
も
強
烈
な
思
想
的
影
響
を
受
け
た
ア
マ

i
ス
ト
大
学
の
教
育
理
念
に
辿
り
つ
く
。
こ
の
大
学
の
目
指
す
人
間
像
は
ス
タ
ー
ン
ズ

学
長
が
目
指
し
た
「
人
間
の
最
高
の
形
」
や
ク
ラ
l
ク
の
問
僚
で
あ
る
シ

i
リ
i

(宮
口
宮
山
宮
、

Haro】
宮
崎
一
八
二
四

i
九
五
年
)

(m) 

教
授
が
し
ば
し
ば
学
生
に
述
べ
た
E

〉
尽
宮
星
色
白
血
ぢ
円
。
谷
町
凶
器
岳
民
自
ま
ざ
さ
件
。
帥
F
S
W
向
。
こ
旨
凶
師
向
山
内
三
と
い
う
一
言
葉
に
集
約
さ
れ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
悶
大
学
が
目
指
す
ギ
リ
シ
ア
人
や
ロ

i
マ
人
が
理
想
と
し
た
精
神
も
肉
体
も
韓
全
で
、
キ
リ
ス
ト
教
と
り
わ
け
ピ
ュ
!

リ
タ
ニ
ズ
ム
に
基
づ
く
ス
ト
イ
ッ
ク
な
道
徳
心
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
よ
っ
て
酒
養
さ
れ
る
良
識
を
持
っ
て
自
ら
の
責
任
で
自
ら
の
行
動

を
律
し
、
判
断
を
下
し
実
行
す
る
人
間
が
ク
ラ

i
ク
に
よ
っ
て
札
幌
農
学
校
で
も
目
指
さ
れ
た
人
間
像
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

お
わ
り
に

札
幌
農
学
校
の
建
学
の
理
念

札
幌
農
学
校
は
そ
の
構
想
段
踏
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
北
海
道
の
総
合
的
な
近
代
化
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る

を
身
に
付
け
た
人
材
の
育
成
を
そ
の
主
た
る
日
的
と
し
て
い
た
。
そ
れ
は
ア
イ
ヌ
人
や
ロ
シ
ア
人
の
問
題
に
見
ら
れ
る
内
憂
外
患
の
中

に
あ
っ
て
そ
れ
ら
の
諸
問
題
に
早
期
に
対
処
す
べ
き
震
要
な
責
務
を
開
拓
使
が
負
っ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
ク
ラ

i
ク
が
彼
の

教
育
思
想
を
同
校
に
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
同
校
が
目
指
す
人
間
像
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。
第
二
期
生
新
渡
一
戸
稿
造
が
開
校
の
教
育

を
「
産
業
科
学
分
野
や
工
業
科
学
分
野
」
及
び
「
天
然
資
掠
及
び
製
造
業
の
発
展
と
先
進
文
明
を
維
持
」
す
る
仕
事
に
相
応
し
い
学
生

(
以
)

の
能
力
の
育
成
と
「
将
来
の
地
位
に
相
応
し
い
自
己
修
養
の
概
念
の
発
展
」
と
評
し
て
い
る
よ
う
に
、
同
校
の
教
育
は
北
海
道
の
指
導

36 編文子'"、民側



者
と
し
て

だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
扱
う
人
間
の
人
格
と
教
養
の
形
成
を
自
指
す
も
の
と
な
っ
た
。

こ
の
ク
ラ

i
ク
が
目
指
す
教
養
と
人
格
は
彼
の
思
想
形
成
と
そ
の
実
践
を
通
じ
て
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
が
思
想
形
成
期
を

過
ご
し
た
ニ
ュ
!
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
ピ
ュ

l
リ
タ
ニ
ズ
ム
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
車
の
両
輪
の
如
く
調
和
を
保
ち
、
そ
の
影
響
を
保
持
し

て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
彼
は
と
り
わ
け
ア
マ

l
ス
ト
大
学
在
学
中
ピ
ュ

l
リ
タ
ニ
ズ
ム
に
基
づ
く
ス
ト
イ
ッ
ク
な
道
徳
観
を
形
成

し
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
社
会
の
良
き
市
民
と
し
て
の
資
質
を
身
に
付
け
た
。
ま
た
彼
は
ギ
リ
シ
ア
や
ロ

i
マ
の
古
典
を
通
じ
て
良
く
生
き

る
た
め
の
知
恵
と
、
精
神
も
肉
体
も
健
全
な
ギ
リ
シ
ア
人
や
ロ

l
マ
人
の
理
想
的
人
間
像
を
学
び
取
っ
た
。
さ
ら
に
と
ッ
チ
コ
ッ
ク
を

初
め
と
す
る
ア
マ
!
ス
ト
大
学
の
教
授
か
ら
大
自
然
の
造
化
の
妙
理
を
探
究
す
る
キ
リ
ス
ト
者
の
姿
勢
と
学
問
観
を
身
に
付
け
た
。
そ

し
て
何
よ
り
も
強
烈
な
影
響
は
、
こ
れ
ら
全
て
を
自
ら
の
血
肉
の
如
く
に
す
る
、
リ
ヴ
ア
イ
パ
ル
を
通
じ
た
田
心
に
よ
る
真
の
キ
リ
ス

ト
教
信
仰
の
獲
得
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
知
・
徳
・
体
の
調
和
的
発
震
を
期
す
ア
マ

i
ス
ト
大
学
の
全
人
教
育
が
ク
ラ

l
ク
の
教
育

思
想
の
根
底
に
据
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
彼
は
ド
イ
ツ
留
学
時
に
ド
イ
ツ
の
研
究
重
視
の
学
問
観
に
優
秀
性
を
見
出
す
一
方
で
、
そ
の
知

識
や
技
術
を
運
用
す
る
人
間
を
形
成
す
る
全
人
教
育
の
重
要
性
を
確
信
し
、
全
人
教
育
を
大
前
提
と
し
て
専
門
性
を
身
に
付
け
る
彼
の

高
等
教
育
観
を
形
成
し
た
。

ク
ラ

i
ク
は
ド
イ
ツ
で
上
述
の
よ
う
な
経
験
を
し
た
か
ら
こ
そ
、

を
重
視
し
な
が
ら
も
、

ア
マ

l
ス
ト
大
学
や

M
A
C
で

学
生
の
人
格
と
教
養
を
形
成
す
る
こ
と
を
一
層
重
視
し
た
。
そ
の
た
め
に
彼
が
実
践
し
た
の
は
実
物
教
宥
と
開
発
主
義
教
脊
、
ピ
ュ
!

リ
タ
ニ
ズ
ム
に
基
づ
く
道
穂
観
と
良
き
市
民
と
し
て
の
資
質
の
率
先
垂
範
で
あ
っ
た
。
彼
は
学
生
の
学
問
的
人
格
的
道
徳
的
指
導
を
通

じ
て
学
生
の
興
味
を
喚
起
し
、
彼
等
自
ら
円
満
な
人
格
と
教
養
を
緬
養
す
る
よ
う
に
導
い
て
い
っ
た
。

上
述
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
形
成
さ
れ
た
ク
ラ

i
ク
の
教
育
思
想
と
そ
の
実
践
の
全
て
が
札
幌
農
学
校
で
行
わ
れ
た
。
ク
ラ

l
ク
の

教
育
思
想
と
そ
の
実
践
は
明
治
政
府
の
キ
リ
ス
ト
教
禁
教
政
策
、
天
皇
中
心
の
国
家
体
制
と
は
思
想
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
ク

ラ
i
ク
の
禁
欲
的
な
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
道
徳
の
実
践
が
学
生
の
持
つ
武
士
の
エ
ー
ト
ス
と
合
致
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
学
生
に
容
易
に
受
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け
入
れ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
開
明
的
な
黒
田
の
理
解
と
、

も
彼
の
教
育
実
践
を
可
能
と
さ
せ
た
と
い
え
よ
う
。

ク
ラ

i
ク
と
学
生
と
関
の
強
国
な
信
頼
と
民
族
を
越
え
た
師
弟
愛

38 編

以
上
を
踏
ま
え
れ
ば
、
札
制
腕
農
学
校
建
学
の
理
念
と
は
北
海
道
の
内
政
を
進
め
、

ロ
シ
ア
の
南
下
防
衛
体
制
を
整
備
す
る
た
め
、
ま

文

ず
北
海
道
発
展
の
基
礎
と
な
る
農
業
の

が
強
健
な
肉
体
、
健
全
な
精
神
、
厳
格
な
道
徳
心
、
物
事
を
多
角
的
に
捉
え
る
幅
広
い
見
識
、
そ
し
て
近
代
出
家
の
形
成
に
索
引
車
的

に
生
き
る
人
間
|
|
社
会
性
、
人
間
性
、
良
識
、
良
心
を
総
合
し
て
備
え
た
極
め
て
自
立
し
た
一
人
の
人
間
を
育
成
す
る
こ
と
で
あ
っ

に
関
す
る
知
識
と
技
術
を
兼
ね
構
え
た
指
導
者
の
育
成
だ
け
で
な
く
、
そ
の
指
導
者

五命

た
と
い
え
よ
う
。

注

(1) 

(2) 

(3) 

(4) 

(5) 

(6) 
北
海
道
大
学
ホ

l
ム
ベ

l
ジ
よ
り
安
否
一
ミ
ヨ
診
g
a
H
5
8仏
mEn-EEιE-R弘
司

¥
a
r
g
m注
E-Z雪山

東
京
大
学
百
年
史
編
集
委
員
会
編
「
東
京
大
学
百
年
史
い
通
史
一
、
一
九
八
悶
年
、
二
六
三
苔
(
O

向
右
二
六
回
頁
。

同
右
o

大
山
綱
夫
「
術
究
ノ

i
ト

ク

ラ

i
ク
と
キ
リ
ス
ト
教
」
吋
北
大
百
年
史
編
集
ニ
ュ
ー
ス
』
第
五
号
、
一
九
七
八
年
七
月
、

日
本
史
籍
協
会
編
吋
明
治
初
期
各
省
日
誌
集
成
隙
拓
使
日
誌
』
一
、
東
京
大
学
出
版
会
、
九
八
七
年
、
九
頁
。

頁



30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 

同

右

九

1
一
O
頁。

同
右
一

O
亥。

向
お
八
四
女
。

同
右
八
五
頁
。

問
右
。

明
治
一
八
年
十
一
月
刊
行
「
開
拓
使
事
業
報
告
附
録
布
令
類
家
』
上
編
、
大
蔵
省
、

井
黒
弥
太
郎
著
吋
陸
出
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資料1 札幌農学校のカリキュラム
一八六八年のカリキュラムは一八六七年のカリキュラムとほぼ同じ内容となっている o しかし、

一八六九年のカリキュラムにおいてより具体的なカリキュラム構成が見られるため、本論文では一

八六七年と一八六九年のカリキュラムを取り上げた。

下線…会人教育関連科目 太字…クラークが導入した科目

耳2 盟3

1875 (明治8)年2月23日本し税農学校 11875(明治8)年8丹10日マサチュー 11876(明治9
のカリキユラム案としてモテ
たl凶87ね3年のマサチユ セヅツE渓塁科大学 ILて掬拓f使史によつて{作宇成されたカリキ
のカリキュラム日本総訳 iュラム案

農学 (71化学用物理学、代数、英語、農学 (71対数を含む代数、化学物理学及び無機
レヰハン iグリカルチユル)、頭法(フレヰハン|化学、英語、日本語、軍事教練 (Mili
カ工 (71ドドロ…キング)、カヱ(マニュァル1tary D必r:長菜支習 (M開山1Lab削

レーポル)、体操(ミワタレードリル)

幾何学、農学、英語、凶i無機性化学、幾何学、農学、英調、 i碩|幾何学及び解有議何、有機化学及び災
レイハンド)、体操 i法(フレーハンド激化学、農学、英語、雄弁衛(臣loculion)

，'!，.I有機及実験化学、幾何学、学、体操J有機及実験化学、幾何学、農学、力工
期|力工

フリ ハンド及び幾何学的軍基図、軍事
教線、農業実習

.iU~朋及分析化学(アグリカルチユラル|燥用及分析化学(アグリカルチユラル|終業化学及び分析化学、植物学、人体
卒|エンドアナレチカルケミストリー)、|エンドアナレチカルケミストリー)、|解剖学と人体生理学、芝設、接愛賀、
"t. 1分析幾何学(アナレチカールゼオメト|分析幾何学(アナレチカールゼオメト i農学、率事教線、
羽 1')ー)、農学、体操、力工 |リー)、農学、カ工

2 I分愛分析、三角術、終学、体操 |定鐙分析、三角術、農学

選

三角法及びiRU盤;術、定畿分析化学、
物学、農学、英訳と日本語訳、数全
製悶及び:kiJ!iJ褒商了玄事哀議、農業実
習

立i動物学、測譲:、農学、英話、図画、体|動物学、調ijj設、疫学、英諸、ほi画、力
点 11菜、力工 |工

え11主学(メカニツクス)問、マルケツ 11数学(メカニツクス)、マルケット、 i機械学、動物学、
李|トガーヂニング、虫学(エントモ口|カー、テニン夕、虫学(エントモ口ジーlj蓋送、思案護、
λ|ジー)、動物学(ゾーロン)、平準法(レ|動物学(ゾ一口ン)、平封書法(レウエ
期|ウエリング)及図面、体操、カ工 |リング)及図面、カヱ

4 

主|ピン

み|力工
期

2 1 f守樹法、獣医学、密筒、体操

言

クi天文学及び地誌学、蜜Jlli学及び臼常:の
農業、英文学の歴史、造関術、英語と
R本語否存支芝議訳、家事教練ア夜夜
製!型及び地形製鋼

記簿法(ブックケー|物理学、獣i哀学及びその実習、
図甑、カヱ |簿記、即興討論、顕微鏡学、

T守樹法、獣医学、凶函 滋路、鉄道及び水カ工学、犠神科学
(Menlal science七議組;苦手滋踊
蕗沼通詞蕊己i五日記示正軍事哀夜

3 I獣医学、地紫学、ランドスケープガー|獣医学、地震学、ランドスケープガー
学 iデニング、農業法(ルラル口一)、燦|デニング、ルラル口一、農業温習
期 I業i晶習、
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マサチューセッツ農科大学のカリキュラム出資料2

下線・・・会人教育関連科目

1866年のカリキュラム 1867年のカリキュラム 1869年のカリキユラム
(チャドボーン学長クラーク学長クラーク学長)

1 I代数、英語、人体解剖学、様物学、健|代数、人体解剖学、人体生理学、化学|人体解剖学、化学物理学、商業演算、
=1駐盟と学問方法論の講義 |物理学 |臨時業

農業に関する講義

ti l lrt諸問主子、光力、制
演説法 (Declamati叩 s)、正書法、審法

の指導

軍事教練
同歩兵戦術

-戦士郎隊教練

化学、代数、

化学哲学の

原理、最2重要の金属と農芸におけるそ
の吏F司法
演説法、声楽、英文法の指導

軍事教練

ー歩兵戦術

・中部隊教練
.武器操作

代数、幾何学、フランス認の筆記練習

の授業

2 I幾何学、製図、プランス詩、化学 殺J幾何学、 77ンス語、化学
学|鉱物学 一一一一一一
期

製図、 7ランス認、動物学ー|幾何学、フランス語、植物学
続物分析

3
学
期

事1-~学年の学生l立、農業関連の特別諜|衛生学、化学、植物学の講義(酔)
i殺から、少なくとも 1つの講義を受け IjE番法、 i謀説法、英作文の練習(通年)
|ることが許される。 I

2 I三角法、測量術、求穣法、農学、自然|王え之設、農学、商業寅算、簿記
学|地理学、応用化学、鉱物学

l 

言

51 

歩兵戦術

銃剣操作

ー散兵としての義務の指導

ドイツ誇の筆記練習、対数、平面三角

法、球体三角法、軌跡、灘、体積の測

定の授業
農業に関する講義

定量分析と化学実験室における実践に
関する講義

雄弁術と声楽の練習

軍事教練

-歩兵戦術

・銃剣訓練
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地気学一般、 |求綴法、 i期限上術、分析化学、動物学、
製図

排水

-歩兵戦術

数兵教練

大部隊教練

警備勤務

・パレードと跨兵の隊7
'
)

議zuv 
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少
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由
学
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第
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る
一
カ
ラ
一
択
関

備
考
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3
学
年
1
学
期

学芸際限宇一辞一修一学
朝
刊物官主験実学'Vいf

 
析分
計
義

、
統
議

学

業

の

力
産
学

静

、

気

体

学

電

流

林
、
品
T

学

習

気

工
演
磁

2
学
期

3 I天文学、気候学、飼手fや様々な穫に特|天文学、継物分類学、全窓思2竪史
学 IBU言及する動物生理学と横物生理学、
j明

、
も
は

と
徒
く
生

な

つ

の

少

持

年

、

を

学

ら

権

3
か
特

第

程

る
備
考

'火砲術
部隊BU教練
歩兵術

大部隊教練
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4 I 知的哲学(Jn凶lectual 阿国ophy)、恩 I~並笠堂、震皇、自然地理学、
学|家行政組織、経済地質学、鉱業

fl厩蹄蕊の講義
心理学、英語、農場の関する土木工学
百哀菜一一

言

2 I道徳哲学、論理学、奨学、英文学
言|建築学の講義

3 I特別課題、復習
且
寸=一

期

雪;ーは全課程の全ての織に出席す
IE る。

i騨戦糊術 全鋪輯判吋蹴叫論配とI::/Jノ/J
芸ゑ主

地震学、工学、政治綬済学

(;最年)

英文学の授業
果物と花の耕作、新種を作り出す技術
についての講義

機械製図と建築製図、労働計画とその
内訳の指導
独創的な演説の練習
軍事教練
・草奇兵術、大砲術、歩兵術
ー歩兵術と大砲術の教練指導官と将校
としての義務
ー続兵術の理論的指惑と騎兵磁の組織
と利用

政治学と経済学、軍事学の授

農場や果実闘で|全議程を通じて、農場や泉桔f図で様々
な作業を実践する

1 I教頭以下教続雇入、諸規則学日目並に器械購入侭Jr~t大百年史j 札幌農学校史料(ー) 163~ 166頁。
2 I教頭以外ニ名の専門科教師履入にやt吉田公使へ依頼j岡上177頁。
3 First Annual Repo河 01Sapporo Ag町 ulturalCollege， 1877， Tokei: Published by Kaitakushi， pp.45-47より筆者
作成。

注 l 体操の原認は MilitaryDrillであり、筆者訳では軍事教練としている。

注2 カヱの原認は ManualLaborであり、筆者訳では農業笑習としている。
注3 重学の原訴は Mechanicsであり、筆者訳では機械学としている。

注4 F ourth Annual Repo吋 01The Massachusetts Agricultural College， pp.6子，Ft舟hAnnual R申 O吋 01The Massa. 
chusetts Ag円四/turalCollege， p.19， Seventh Annual Repo吋 01The Massachusetts Agricul印ralCollege， pp.33-34 
よりさ表者作成。
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